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プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
Lr
オ
1
ベ
ル
シ
ユ
レ

1
ジ
ユ
ソ
鉱
山
業
第
八
」
七
巻

i"l 
七

第
六
庁

五

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と

レ
l
ジ
エ
ン
鉱
山
業

オ
l
べ
ル
シ
ユ

問

題

白

提

起

プ
F

イ
セ
ン
絶
対
主
義
O
社
会
構
成
を
支
与
え
る
東
エ
ル
ベ
の
グ
l
ツ
ヘ

ル
シ
司
プ
ト
は
、
一
八
世
紀
な
か
ば
頃
か
ら
新
た
な
危
機
と
編
成
替
の
過

程
に
入
り
込
み
つ
つ
あ
っ
た
。
ど
く
に
東
Z

ル
ベ
最
良
の
農
民
の
土
地
保

有
権
、
い
わ
ゆ
る
『
出
席
骨
2
岳
写
印
戸
目
的
土
地
所
有
』
、
の
広
が
る
出
M

E
Z
ω
o
v
E
5ロ
地
方
か
円
ら
の
裡
に
抱
え
込
ん
だ

ω岳
-
2
5ロ
地
方
で

は
、
こ
の
頃
か
ら
長
民
層
の
階
層
分
化
な
ら
び
に
そ
れ
と
表
腹
の
関
係
に

た
っ
社
会
的
分
業
が
著
る
し
〈
進
展
し
は
じ
め
、
こ
う
し
た
下
か
ら
の
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
を
テ
コ
と
し
て
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭

に
か
け
て
激
し
い
農
民
一
擦
の
波
が
山

n
E
2
5ロ
地
方
一
帯
を
お
お
い
つ

く
し
、
深
刻
な
封
建
的
危
機
の
主
要
な
一
局
面
を
形
成
す
る
に
い
た
っ

b
。

こ
う
し
た
危
機
に
直
面
し
て
グ
1
ツ
ヘ
ル
シ
キ
フ
ト
は
、
強
力
な
上
か

ら
の
領
主
的
対
応
を
試
み
る
が
、
そ
り
対
応
の
基
礎
過
程
を
な
す
グ
l
ッ

目巴

目u

栄

へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
経
営
構
造
り
変
質
過
程
は
つ
ぎ
の
二
つ
白
方
向
に
お
い

て
加
し
す
す
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
領
主
経
営
は
‘
先
進
イ
ギ
リ
ス
資
本
主

義
か
ら
の
技
術
導
入
に
依
存
1

J

な
が
ら
、
一
方
で
は
一
良
業
経
蛍
を
集
抑
化

し
、
労
働
力
基
盤
を
賦
役
農
民
の
畜
耕
役
か
ら
時
殊
な
『
賃
労
働
」
の
手

労
働
へ
と
移
行
さ
せ
る
と
主
も
に
(
東
エ
ル
ベ
の
農
業
革
命
)
、
他
方
で
は

存
種
工
鉱
業
を
お
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
結
局
、
領
主
経

営
は
農
民
経
営
を
生
産
力
的
に
圧
倒
し
つ
つ
周
知
の
如
く
、
一
九
世
紀
中

葉
に
、
半
封
建
的
な
ユ

Y

ケ
ル
経
常
へ
の
編
成
替
を
一
応
完
了
し
た
白
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
過
程
で
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
国
家
の
果
た
し
た
歴

史
的
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
終
始
グ
l
ツ
へ

ル
シ
キ
フ
ト
白
陪
法
的
利
益
を
代
表
し
て
立
ち
、
地
大
な
王
領
地
所
有
と

官
僚
H
U
軍
事
機
構
の
整
備
に
よ
っ
て
自
己
申
絶
対
権
力
を
確
保
し
、
そ
り

上
で
各
種
の
政
策
立
法
を
つ
う
じ
て
、
グ

I
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
ユ
ン
ケ



ル
経
営
へ
の
推
転
を
パ
ァ
ク
ア
ヲ
プ
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
す
で
に
そ
の
農
業
政
策
漢
民
保
護
↓
農
民
解
放
)
に
つ
い
て
論
証
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鉱
業
政
策
に
つ
い
て
も
同
じ
基
本
的
性
格

の
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

総
じ
て
絶
対
主
義
国
家
の
鉱
山
業
把
握
の
法
的
根
拠
を
な
す
も
の
は
、

い
わ
ゆ
る
鉱
山
王
有
権
回
白
唱
。
m己
で
あ
る
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主

義
の
鉱
業
政
策
も
ま
た
、
す
く
れ
て
こ
の
鉱
山
王
有
権
の
実
現
の
体
系
と

し
て
快
閲
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
絶
対
主
義
国
家
が
上
経
所
有
権
者
と
し

τ

鉱
物
資
源
ハ
し
た
が
っ
て
ま
た
鉱
業
株
)
を
自
己
の

1
に
排
他
的
に
確
保

し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
精
微
な
鉱
山
行
政
の
機
構
を
築
き
上
げ
、
鉱
山

業
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
士
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
把

慢
の
様
式
に
二
通
り
の
型
態
が
み
と
め
ら
れ
る
の
す
な
わ
ち
、
一
民
間
鉱

山
経
営
に
立
ち
入
っ
た
監
督
、
規
制
を
加
え
、
鉱
山
貢
胤
を
徴
収
す
る
こ

と
(
い
わ
ゆ
る
監
菅
原
則
ロ
日

E
5
5官
E
N
b、
司
イ
ギ
り
ス
産
業

半
命
の
成
果
た
る
新
技
術
を
導
入
し
て
王
立
鉱
山
企
業
を
設
立
し
、
か
っ

そ
れ
に
版
応
す
る
熟
練
労
働
力
群
を
育
成
す
る
こ
色
、
こ
れ
で
あ
る
。
以

上
の
二
様
式
の
杷
握
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
は
、
う
ち
つ
づ

く
内
外
の
政
治
的
危
機
(
農
民
一
捺
、
己
年
戦
争
い
ら
い
の
対
外
戦
争
)

に
対
処
し
て
自
己
を
軍
事
的
、
財
政
的
に
補
強
す
る
と
、
と
も
に
、
ド
エ
立
企

業
で
培
註
し
た
新
技
術
な
ら
び
に
熟
練
労
働
力
乞
民
間
組
主
経
常
に
移
植

し
て
、
そ
の
発
展
を
助
長
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ

t
。

以
下
に
お
い
ヤ
は
、
「
フ
ロ
イ
セ
ン
五
車
の
瓦
珠
』
と
し
て
こ
の
時
期

碓策業Jに
通の宅l王
展国
に開た中
指渦るで

け程対最
るを象大
そ跡との
のづ L 繁
再けて栄
編、、を

のつこ誇
過いうつ
桂で L た
をた品
展九プ出
望世ロ 2
L-~巳イ宮
てなセ E
みかン 2
7こば絶迂
い、対ド

ヲ:tの
ン義鉱吉
ケの a 

ル鉱ィ
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営政 L 

ω
】

N
Z
W
H
2
7
出

E
骨
Z
Y
F
H
O
R
E
S
5
5
2
〉
関
門
mw同
四
万

切
れ

FFRい}μ
け

O
-
H
U
H町
民
叶
由

的
大
野
英
二
「
ォ
l
ベ
ル
シ
ュ

ν
l
ジ
A

Y
製
鉄
業
の
創
出
過
程

一
つ
の
準
備
的
考
察
」
経
済
論
叢
第
八
五
巻
第
五
号
、
五
二
頁

お
よ
び
五
六
頁
を
み
よ
。

ω
北
条
功
「
プ
ロ
シ
ア
『
農
民
解
放
』
期
に
お
け
る
共
同
地
を
め
ぐ

る
諸
問
題
特
に
シ
ュ
レ
!
ジ
ェ
ン
を
中
心
と
し
て
」
『
社
会
経

済
史
犬
系
弘
文
堂
刊
第
七
巻
』
所
収
、
一
一
一
一
一
一
一
一
五
頁
ロ

ω
北
条
功
「
「
農
民
保
護
』
と
「
長
民
解
放
」
プ
ロ
シ
ア
つ
絶
対
王

制
」
の
対
農
民
政
策
の
歴
史
的
意
義
」
『
学
習
院
大
学
政
経
学
部
研

究
年
報
3
」
所
収
。

同
大
野
町
失
二
寸
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
立
由
民
諭
』
、
一
九
頁
。

川
仰
山
口
ケ
君
主

N
口
出
品
田

t
E
N
山

E
旦

ωrpar-件
U
E
E
O
町

E
E

NOロ
HMHOロ旬。ロ
ω
↑
図
仏
岡
、

HMO同
OH
ロロ四回、一戸市以〕
C
-
m
ω
C
H

鉱
業
政
策
の
艮
開

一
シ
ユ
レ

1
ジ
エ
ン
拡
業
条
令

ιよ
る
鉱
山
王
有
権
由
成
立
と
監

督
原
則
自
展
開

一
七
回

O
年
に
凹
5
H
2
5ロ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
領
に
帰
し
た
時
、
さ
し
あ

四
七

Eζ 

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
l
ベ
ル
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
者

第
六
号



プ
F

イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
l
ベ
ル
・
シ
ユ
レ
1
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

た
り
プ
ロ
イ
セ
シ
絶
対
主
義
の
関
心
は
そ
の
鉱
山
業
に
向
け
ら
れ
な
か
っ

た。
当
時
、
白
耳
目
。
E
2
5
P
で
は
、
一
五
七
七
年
白
ル
ド
ル
フ
王
町
鉱
業

マ
グ
ナ

1
テ
Y

パ
ル
ス
ヲ
ン
ダ
ィ

条
令
に
よ
っ
て
地
表
所
有
者
た
る
大
貴
族
が
土
地
の
什
屑
物
と
し
て
の
鉱

物
資
狐
に
対
し
て
所
有
権
を
有
し
て
お
恥
、
彼
等
は
と
白
権
利
に
も
と
づ

〆
1
ツ

い
て
、
森
林
利
用
に
よ
り
農
場
経
営
の
た
め
の
農
具
生
産
を
行
う
た
め
、

製
鉄
所
経
営
を
す
で
に
あ
る
程
度
発
展
さ
せ
て
い
た
。
露
天
掘
で
採
取
さ

れ
る
沼
鉄
鉱
が
そ
の
主
た
る
原
料
基
盤
と
な
り
、
農
民
層
の
階
層
分
化
の

μ
ポ

l
ト

な
か
か
ら
析
出
さ
れ
て
く
る
賦
役
ゲ
ル
ト
ナ
ー
や
ホ
イ
ス
ラ
ー
の
特
殊
な

「
賃
労
働
』
が
労
働
力
基
盤
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
り
も
と
、
一
八
世
紀
の
後
半
、
封
建
的
危
機
の
到
米
と

と
も
に
、
そ
れ
へ
の
対
応
の
主
要
た
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
、
プ
ロ
イ

セ
ン
絶
対
主
義
の

C
げ
日
目
E
2
5ロ
鉱
山
菜
へ
の
進
出
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ほ
七
年
戦
争
を
転
期
と
し
て
、
フ
リ
ー
ド
り

ザ
ヒ
大
王
は
鉱
物
資
源
調
査
の
た
め
の
委
員
を

F
E
2
5日
に
派
遣
し
て

調
査
に
あ
た
ら
せ
、
町
時
に
一
連
の
立
法
に
よ
っ
て
石
炭
な
ら
び
に
主
要

金
属
(
鉄
を
の
ぞ
〈
)
の
王
有
権
を
宣
言
し
、
且
っ
そ
れ
の
実
現
の
た
め

の
監
督
原
川
を
打
ち
出
し
て
鉱
山
業
の
把
握
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
ろ

一
七
六
九
年
六
月
五
日
に
公
布
壮
ら
れ
た
ジ
ユ

ν
I
ジ
エ

γ
鉱
業
条
令

司
5
同
2】
E
Z
Z出
OHmoEロ
ロ
ロ
問
苫
同
旨
ω
∞
。
望
。
品
ロ
。
同
日
吉
田
喜
ロ
ヨ

山
内

Z
2
5ロ
d
口。

EHEσ
口
E
P島
旦
件
。

F
t
は
、
こ
う
し
た
フ
円

イ
セ
ン
絶
対
主
義
の

O
宮
自
の
E
3
5ロ
鉱
山
業
把
握
の
過
程
に
お
け
る

四
七
四

第
六
号

Z工

四

基
礎
立
法
を
な
す
も
の
と
し
て
画
期
的
な
意
義
を
持
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
法
律
は
、
「
私
的
企
業
家
に
著
る
し
く
欠
け
て
い
る
、
ヨ
リ
経
済
的

な
る
経
営
と
ヨ
リ
高
度
の
技
術
を
導
入
す
る
」
と
の
目
的
自
も
之
、
旧
来

。
地
域
慣
習
的
な
諸
法
律
を
一
括
廃
棄
せ
し
め
、
鉱
山
業
発
展
の
新
た
な

局
面
に
即
厄
し
士
新
し
し
V

諸
規
定
を
広
範
に
導
入
し
た
。
そ
白
枢
要
点
宮

崎
配
す
る
な
ら
ば
、
①
鉄
鉱
石
を
の
ぞ
く
諸
鉱
物
に
対
す
る
王
有
権
(
し

た
が
っ
て
ま
た
鉱
山
貢
租
徴
収
権
)
の
確
認
(
た
だ
し
石
炭
王
有
権
は
す

で
に
一
七
丘
六
年
に
発
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
再
確
認
)
。
②
王
有

権
か
実
現
す
る
た
め
の
一
監
督
原
則
を
民
間
鉱
山
経
営
に
適
川
す
る
こ
と
u

③
鉱
山
共
有
組
合
目
。
者

Z
E
n
E
R
の
持
分
た
る
鉱
山
株
同
回
目
を
一

二
八
に
分
割

L
、
二
一
二
を
雇
主
日
0
4
2
rロ
各
二
を
地
表
所
有
者
、

教
会

1
学
校
、
鉱
夫
共
済
組
合
同
ロ
昌
吉
岳
旦
Z
I
E己
旨

E
S
E
g
o
-

に
帰
せ
し
む
こ
と
。
-
-

k
乙
ろ
で
、
こ
こ
に
鉄
鉱
石
が
玉
有
権
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら

く
当
時
す
ぐ
れ
て
鉄
鉱
石
資
源
に
関
心
を
寄
せ

τい
た

C
宵
立
の
F
F
Z
ロ

〆ナ
l
テ
γ

の
強
大
な
大
貴
族
が
地
表
所
有
者
と
し
て
の
自
己
の
権
刺
を
主
張
し
、
そ

れ
を
貫
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
石
炭
に
つ
い
て
も
地
表
所
有
者
の
優

先
採
掘
権
(
の
ち
共
同
採
卵
権
〕
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
等
は
鉱
山
株

の
半
数
を
一
所
有
し
て
鉱
夫
日
何
者
耳
目
白
ロ
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、

C
宮
E
n
2
2
5ロ
鉱
山
業
に
お
い
て
は
鉱
山
王
有
権

E
地
表

所
有
者
権
と
が
重
畳
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
王
と
大
貴

族
に
よ
る
鉱
物
資
源
の
排
他
的
支
配
の
法
的
根
拠
が
生
み
出
さ
れ
た
。
シ



ユ
レ

l
J
Y
R
ン
鉱
業
条
令
は
、
一
七
九
四
年
の
一
般
団
法

k
r山O
E
2
5
ω

戸

E
E
E
C
-ロ
を
そ
り
補
旦
規
定
と
し
て
、
一
八
六
五
年
の
フ
ロ
イ
セ
ン
一

般
鉱
業
法
に
い
た
る
約
一
世
紀
間
同
一
法
礎
規
定
と
な
っ
た
Q

ω

C

F

宮内
F
E
O
耳
目
立
の
E
吉
田
。
-
E
P
号
u
H
V円。
E
M
m
o
F
E

出
z
z
g
d
2
《凶
O
H
C吋ロロ己
E
ぷ
己
O
H
Cげ
司
m
n
Z
2
5の
ynロ
同
o
E
S
l

uロ
色
刷
5
0空
ヨ
ハ
古
2
2
0
(
コb
E
ω
口当一戸
)
}
N
2官
σ
7
2
P
E】「民自

由。同市町、

Z
E
R
Oロ
ロ
ロ
品

ω己
E
O口当
2
。ロ

E
H
H
U
2ロロ
H
Z
V
Oロ
甲
山
且
my

ω色
町
寸
一
広
呂
、
出
回
日
白
〔
以
下
回
出
国
印
と
略
称
)
、
、
、
、

ω
と
こ
ろ
で
、

P
5
0
2
3
地
方
の
、
こ
の
段
階
で
の
領
主
蛙
営
の

も
っ
と
も
ギ
要
な
も
の
は
次
の
泊
り
で
あ
る
。
川
同
製
鉄
所
経
営
。
@

領
地
口
E

FけH
O
E
-
v
t

の
諸
経
営
。
良
質
心
棒
鉄
を
生
産
。
一
曲
領
地

巴
E
Z
E
N
H耳
切
MEld-

の
諸
経
営
。
良
質
の
薄
板
を
生
産
。
。

同
pg《
回
目
白

N
E
E
2
5
2
修
道
院
情
の
経
営
。
針
金
生
産
に
お
い

t
主
導
的
。
@
伯
爵
君
。
口
四
司
ω
戸
内
刈
の
同
1
げ
E
W
製
鉄
所
。
(
同

叶
mwロ
N
Q
F
目
HO
。ず
mwHmu
わ}】円。

ωznyo
開
Mω
①
同
国
ロ
巳

ω仲山ゲピロ品回伊作門戸
mw

z
m
N
E
H
F
-
σ
回
君
。

E
=品
L
ロ
ロ
自
け
ω
n
E
p
u
r
zユ
O
B口。

ド
向
。
ロ
宮
ロ
者
間
宮
σ
r
m
w
F
Z
∞m
〈
司
回
目
。
円
mwHVEE
戸田町
F
出回

目印
iHm
〉
。
刷
炭
坑
経
営
。
@
男
爵

ω首
長
。
4
4

の
同
dcmw
に
お
け
る

経
営
(
一
七
四
八
創
始
一
一
。
@
侯
爵
巴
阜
の
開
S
E
d
o
-
m
m
o哲
ロ

四円ロ
σ。
(
一
七
五
回
創
始
)
臼
(
国
間
ロ
。
。
『
σロ
F
m
E
2
-
ロ
目

o
r
o
E

U
E
2
5
n
y
o
昌
O
H
M
Z
H
M
E
b
E可
目
-
E
N寸
』
印
色
)
。
納
基
亜
鉛
鉱

山
経
断
。
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
特
権
商
人
の
ぐ
の
5
2
r
の
出
頁
ぜ

HUHOWR
に
お
け
る
経
営
。
真
鍋
生
産
の
原
料
を
供
拍
(
回
同
宮

島
αロ
h
M
P
E
p
h
w
I
m
w
O

∞∞

E
l
H
3
。
例
鉛
銀
鉱
山
経
告
。
特

権
自
由
都
市
叶
日
ロ
。
5

E
の
も
の
一
。
(
同
司
E
E
H臣
、
口
5
0
F目

。]ユ
σ巴
ω
n
y
o
Hロ仏国
ω件ロ
omw吋
σ
2仲⑦
H
〈。ロ

HU1hpolH田由。

H
G
u
a
m印

ω
l
s
u
当
時

0
0
σ
2宮
E
2
5ロ
に
は
、
こ
う
し
た
比
較
的
式
規

模
な
領
主
経
営
を
筆
頭
に
、
大
小
の
領
主
経
営
が
散
在
し
(
一
七
回

。
年
当
時
、
印
c
p
-
3
5ロ
〉
」

C
E
Z
に
各
種
企
属
鉱
山
一
九
、
炭

坑
八
、

D
σ
O
H
H
E
E
Eロ
に
、
ル
ザ
ベ
炉
三
四
、
高
炉
二
一
、
フ

p

y

シ
ュ
炉
二
人
、
鍛
鉄
所
二
七
、
を
数
え
た
同
君

E
官
、
〉

E

C
R
〈
白
宮
ロ
図
。
己
百
件
己
S
R
E
S
H宮
町
。
ロ
出
2
四
iduB
出
E
Z巳
i

⑦
σ
E
F
F耳
目
}
5
R
N
E
E
凶
口
己
】
官
自
2
ロ
3

ワ
。
耳
切
nv
自

国
O
H
m
E
Pロ
ロ
耳
p
m
o
Hロ
回
目
乙
E
Y
E
H戸
国
内
山
〈
切
印
)
さ
ら
に

そ
白
下
に
惜
し
い
領
主
規
制
に
編
み
込
ま
れ
な
が
ら
も
零
細
な
農
民

経
営
の
存
介
忙
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
農
民
経
営
の
具
体
的
な
存

在
形
態
を
描
き
出
す
こ
と
は
‘
史
料
的
な
制
約
の
た
め
困
難
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
は
以
下
の
挙
倒
に
よ
っ
て
そ
れ
の
存
在
を
推
測
す
る

ほ
か
な
い
。
牟
例
つ
一
七
回

C
年
当
時
、
「
グ
1
ツ
へ
ル
は
鉱

テ

Y

ス

業
を
営
む
希
望
を
持
つ
農
民
に
対
し
て
、
用
益
料
も
し
く
は
そ
の
他

白
賦
役
と
引
さ
か
え
に
、
農
民
地
白
み
な
ら
ず
グ
l
ツ
へ
ル
田
所
領

の
上
で
も
、
自
営
採
祝
す
る
こ
と
を
許
し
、
あ
る
ば
あ
い
に
は
農
民

L

乙
共
に
共
同
採
掘
を
行
っ
た
」
(
白
司
己
目
F
p
m
w
1
0
印

NH
〕。

挙
例
一
一
。
一
八
世
紀
後
半
白

P
E
2
5白
地
方
に
お
け
る
社
会
的
分

業
り
著
し
い
進
展
の
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
、
一
七
七
八
年
の
営

業
従
事
者
構
成
の
う
ち
、

HUG-E宮
町
l宮
E
2
5ロ
に
六
一
八
名
、

口
Z
E
E
Z広
3

に
二
二
六
名
、

D
鉱
夫
・
製
錬
夫
を
数
え
た
(
大

野
草
人
一
一
、
前
掲
論
士
、
第
五
表
)
。
挙
例
三
。
し
か
も
こ
れ
以
外
に
、

四
七
五

五
五

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
土
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
l
ベ
ル
・
シ
ユ
レ

l
ジ
エ

γ
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

第
六
号



プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
し
に
オ
l
ベ
ル
E

シ
ユ
レ
[
e
/

エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

官
庁
統
計
の
把
慢
し
え
ぬ
零
細
経
営
が
多
数
、
森
林
地
帯
に
存
在
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
(
同
叶
E
E
2一山
I
P
Q
印

5

Y

挙
例
四
。
ヨ
邑
Z
R
E
2
5ロ
の
ば
あ
い
、
一
八
世
紀
後
半
、
君
E
m

Z
Eロ
の
あ
る
隷
民
は
鉱
山
を
所
有
し
て
お
り
(
〉
山
宮
E
σ
R
F

口
mwmnyEzfu
島。吋

ωnv-oωHωmuvoロ
HWOMmヴ
P戸
opω
ぬ
』
円

21
〈

σZmH

g
dロ市山、

ω
2
2
m
H
W
E】
己
吾
由
、
呂
町
叶
ヨ
出
品
目
』
印

MUA)、
ま
た

印
c
v
d
d
E
E首
都
で
は
二
つ
の
炭
坑
が
農
民
国
三
日
に
、
他
の
二

勺
の
炭
坑
が
一
農
民
の
5
-
2
に
属
し
た
(
何
回
ν
F
E
Z
-
ロ
お
河
σ〈

ロ
O
H
E旬
。
ロ
問
】
戸
内
仏
ロ
nvω

品。
ω
の吋。図。ロ

σ
。ω。ロ
QOHm
仏
お
印
nU戸。
ωH

unHMOロ
ロ
mwnEHU1由
印
己
ロ
〔
日
仏
OHNdgHmwロロ印《
UF-omHσ
ロ∞
d

町、。ロ

Hud日

L
寸
∞
戸
田
E
O己
2
Z
F
E
H
E
-
国
乱
立
一

E
o
p
m
巳
ω
)
。
挙

例
五
ロ
一
七
六
九
年
一
二
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
鉱
夫
特
権
令
(
捧

述
)
は
、
特
権
鉱
夫
層
に
試
掘
リ
採
掘
許
可
申
請
権
を
認
め
て
い
る
。

挙
例
六
。
シ
ユ
レ
l

ジ
ェ
ン
鉱
業
条
令
(
出
品
凶
凶
凶
口
H

問
。
司
〕

へ
の
一
七
七
九
年
八
月
一

C
日
の
布
告
ロ
m
w
F
E
C
oロ
は
、
鉱
業

、
、
、
、
、
、
、

完
令
を
零
細
な
自
営
採
鉱
者
鉱
山

HU冊。
E
G
Fロ弓
N
2
7
0ロ
に
も
適

用
す
べ
き
こ
と
を
言
明
し
た
(
阿
君
ロ
詩
。
一

p
p
C
ω
2
H
)
。

ω
以
下
、
出
〈
。
-
F
国
自
己
σ
R
Y
P
ω

。
σ
。
E
F
H
2
5
長
g

E

〔官
ω汁HHOヴ
ON】門前
ω一
明
日
官
。
U口
洋

N
C
E
阿
口
一
〉
-
一
問
。
自
己
ロ
の
ロ

ロ
σ耳
E
Vぬ
ロ
図
。
片
岡
E
P出口
E
P明
。
日
ロ
ヨ
ω
H
E
Y
E
-
ω
』
国
〔
凶
口
一

回
ωHoo--cω

阿

君

E
r
L
巳
号
印
叩
寸
ωω

戸

。

君

。

出。ロ
C
Z∞Q
ロ
叶
宮
内
ψ

印式立什
O
E丘
己
5
Hロ品戸部片岡
Ht
出
。
ぐ
。
官
官
。
ロ

Hロ
H
4
5
2
p
(ド立

p
g己
γ
出
日
∞
』
匂
回
日
司
巳
E
Y
p
m
H
C

出印

M
M
H
l
S
N
等
に
よ
っ
た
。

四
七
六

第
六
号

五
六

一
七
四
O
年
い
ら
い
鉱
山
行
政
は
未
だ
、
一
般
行
政
組
織
と
し
て
へ
ル

リ
ン
の
総
務
庁
の
の
ロ
耳
巳
E
日
E
o
コ
ロ
目
。
下
に
立
っ
と
こ
ろ
の
、
プ
レ

ス
ラ
ウ
と
グ
ロ
ガ
ウ
の
御
料
局
間
口
omm
ロロ
n
口
。
日
間
日
己
E
旨
自
己
P

の
機
能
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ま
監
骨
原
則
の
定
立
と
と
も
に
、

一
般
行
政
組
織
か
ら
独
立
し
て
王
に
直
属
す
る
体
系
的
な
鉱
山
行
政
機
構

の
構
築
が
日
程
に
の
ぼ
る
。
以
下
、
そ
の
過
程
を
み
よ
う
。

①
採
鉱
U
精
錬
省
出
OHm当
日
官
ロ
ロ
仏
国
口
広
目
。
何
回
V
P
H
Z
E
E汁。一

七
六
八
年
五
月
九
日
、
総
務
庁
白
中
の
第
七
番
目
の
省
と
し
て
設
立
さ
れ
、

全
。
フ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
鉱
山
行
政
の
最
一
一
問
機
関
と
な
っ
た
。
一
七
七
七
年
、

ハ
イ
ニ
ヮ
ツ
明
ロ
a
H
M
n
F
K
F耳
Oロ
司
2
F
O司
〈

出
2
E立
が
そ
の
長

官
に
就
任
す
る
。

②
ザ
ユ
レ
ジ
ユ
ン
上
級
鉱
山
監
督
昂
《
凶
器

R
E
2
5
0宮

C
Z
H
Z
H
I

3
 

宮
目
付
。
一
七
六
九
年
二
一
月
三
日
、
旧
米
の
行
政
当
局
た
る
御
料
局
白

激
し
い
抵
抗
を
排
し
て
設
立
さ
れ
、
採
拡
H
U
精
錬
省
の
下
部
機
構
と
し
て
、

監
督
原
則
遂
行
の
中
枢
機
関
と
な
っ
た
。
そ
の
機
能
は
以
下
の
如
く
多
岐

に
一
且
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
民
営
鉱
山
に
対
す
る
監
督
、
規
制
の
面
で
は
、

ほ
ぼ
監
督
原
則
の
全
内
容
を
お
お
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

川

w
民
営
鉱
山
に
対
す
る
肱
督
、
規
制
。
試
掘
許
可
証
印
E
口同町宮
Z
E
σ

。
発
行
、
採
掘
願
再
再
ロ
ロ
加
。
ロ
の
受
理
と
採
掘
許
可
証
言
丘
宮
宮
E
。

の
発
行
、
鉱
区
貸
与
〈
耳
目
。
E
C口
問
。
ロ
、
経
営
指
導
、
鉱
山
頁
租
の
確
定

と
徴
収
、
産
物
価
格
の
決
定
、
刺
益

k
p
E
Z
5
0
の
算
定
と
分
配
、
追
加

払
込
金

E
E
5
0
の
徴
収
、
鉱
山
簿
目
。
円
四
σ
宮
町
2

の
記
帳
、
あ
ら
ゆ



る
鉱
山
問
題
に
対
す
る
裁
判
権
の
行
使
G

制
労
働
力
統
轄
。
鉱
山
官
僚

P
E長
官
5
2
E
2
5
ュロ
2
宮
ロ
ヴ

E

目
古
ロ
の
採
用
、
一
般
労
働
者
の
任
免
、
労
働
諸
条
件
の
決
定
、
鉱
夫
共

済
組
合
同
宮
市
宮
島
民
仲
の
運
営
、
鉱
山
学
校
の
経
営
。

付
王
立
鉱
山
U
精
錬
所
の
経
営
。

イ
ル
タ
ヴ
ー
ル
ク
ス
ヴ
国
ド
ウ
ク

γ

ヨ

γ
ト
ワ

l
ル

付
流
通
規
制
、

t
り
わ
け
プ
レ
ス
ラ
ウ
鉱
産
物
商
館
の
運
営
ハ

一
七
七
九
し
平
、
レ
l
プ
γ
明
白
色
=
。
F

4
〈
戸

r
-
2
P
E
i
R
〈

見

丘

E

が
そ
の
局
長
に
就
任
す
る
。

③
鉱
山
底
督
局
明
日
目
別
目
甘
門
主
精
錬
所
監
督
局
回
目
M20ロ
何
百
古
ヤ

上
級
鉱
山
監
督
局
の
干
に
立
つ
地
域
的
な
監
督
機
構
じ
と
し
て
、
一
七
七

0

年
代
以
降

r
、
F
E
2
5ロ
の
各
地
に
設
立
さ
れ
、
補
助
的
な
機
能
を
担

当
し
た
。

④
宣
誓
鉱
山
官
僚

Fν
円∞
m
E
C
V
'
4
2
2
0
p
m仙台
E
長
P
E
E
-
2一
G
Z
H
I

E
E四
日
。
彼
等
は
、
鉱
区
に
お
い
て
直
接
的
な
経
営
指
導
を
行
い
、
鉱
山

行
政
の
末
端
機
構
を
形
づ
く
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
-
七
六
0
年
代
以
降
、
王
に
直
属
す
る
独
自
の
鉱
山

行
政
機
構
が
体
系
的
に
構
築
さ
れ
て
ゆ
き
、
こ
と
に

F
E
2
5ロ
の
鉱
山

業
は
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
国
家
の
直
接
的
把
握
の
下
に
立
つ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

主
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
監
督
腺
則
の
展
開
は
、
以
」
か
ら
分
る
よ
う
に
、

民
間
鉱
山
経
営
に
対
す
る
プ
ロ
イ
ヒ
ン
国
家
の
鉱
山
王
有
権
の
嘆
現
を
意

味
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
経
営
指
導
と
L

と
も
に
鉱
山
貢
租
の
徴
収
が
そ
の

重
要
な
眼
目
の
一
つ
L

と
な
っ
た
。
モ
こ
で
以
下
、
鉱
山
貢
租
に
つ
き
略
述

し
て
お
こ
う
。

鉱
山
貢
租
に
は
次
円
四
種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
。

①
収
益
分
前

Z
E
N
Eロ
唱

k
r
E
E
F。
鉱
山
王
有
権
者
に
帰
属
す
る
鉱

;
一
~
;
川
£
市
防
劃

m
一一四

じ
い
】

Ii. 
-己

プ
P

イ
セ
ン
絶
対
主
義
心
鉱
業
政
策
と
オ
l
ベ
ル
シ
ユ
レ
l
ジ
エ
ン
鉱
山
菜
第
八
十
七
巻

第
六
号



プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
1
ベ
ル
・
シ
ユ

ν
!
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
醤

山
収
益
へ
円
一
分
前
で
あ
ソ
て
、
鉱
区
借
用
右
に
対
し
対
物
的
賦
課
同

E戸

P
E
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
。
@
十
分
一
税
@
鉱
産
物
支
た
は
そ
れ
の
貨
幣

価
値
、
要
す
る
に
組
収
益
の
十
分
の
一
に
あ
た
る
も
の
。
@
無
料
鉱
山
株

金

P
E
W
Z伺
O
R。
地
表
所
有
者
で
は
な
く
鉱
山
王
有
権
者
と
し
て
の
王

に
対
し
て
純
収
益
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、
先
に
の
ベ
た
教
会
U

学
校

お
土
ひ
鉱
夫
共
済
組
合
金
庫
白
た
め
の
鉱
山
株
が
こ
れ
に
当
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

①
鉱
区
借
用
税
回
目
。
国
警
E
。
鉱
区
借
用
者
か
、
そ
の
保
有
権
維
持
。

た
め
に
支
払
義
務
官
負
う
も
の
。

③
鉱
山
官
庁
静
持
貢
租

D
E吉
田
σ日
m
o
E。
上
蔽
鉱
山
監
督
局
勤
務

の
鉱
山
官
僚
群
を
維
持
す
べ
く
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
、
各
種
主
配
怖
い
き
」

れ
に
属
す
る
。

④
壬
の
他
の
雑
多
な
貢
租
。

と
れ
ら
の
諸
貢
租
の
う
ち
で
も
っ
と
も
重
要
な
意
義
を
帯
び
た
の
は
十

分
一
税
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
絶
対
主
義
の
財
政
収
入
の
一
一
環
を
形
づ
く
る

グ
グ

L
A
タ

ン

プ

ト

こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
鉱
山
共
有
組
合
を
圧
迫
し
て
、
そ
れ
の
分
解
を

圧
し
と
ど
め
る
と
い
う
客
観
的
効
果
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
む
で
あ
う

て
、
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
鉱
山
地
代
の
封
建
的
形
態
主
み
な
し
う
る
性
格

り
も
り
な
O
で
あ
っ
た
(
第
1
韮

Y

川

国

司

0
5
D
1
0
2
n
F
E
E
O
己

2
2
E
2
5
0
E
E
出合同∞ーロ旦

国
Eu古
口
町
げ
。
ロ
ω
E
C
O
H
N
E汁
司
己
白
色
口
ny、m
a
o
ω
m
E回
o
p
同同庁

丘
E
Y
項
目
u
o
E‘
ω
ロ
ロ
邑
F
E
M
E
町
当
H
F
O
E
-
ニロ
9
2
H

第2表

局 名| 管轄
Berlin上経鉱山監督局 IBrandenb旧 g，Neumark，仁st-u.¥Vestpreuse泊

エ主al1c 11 I Magd巴burg，主aJberstadt，1主ohenstp.iniVr<lDsfeld 

Breslau If I Schlesien， Glatz 

Dortmund If I Cleve， lVfark，そり他 ¥Veser以西0諸地域

域区

上組鉱山鹿督局の組織

四
七
八

第
六
号

五
人

VHω

同呂田〕一

N
B
U
F
ロ
ι
仏
国
守
山
由

8ヨ

ω
m
N
U日
iN@叶

似

国

H
J
F
5同一

P
P
O
ω
ω
ω
口
寸

日
己
申

川
川
全
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
上
級
鉱
山

監
督
局
の
組
織
は
第
2
表
の
通
り
で
あ

る。

d

F

J

h

C

M

闘。同色。吋切。
P
。
勺
何
回
件
一

日

V
H
O
国
司
。
。
}
己
0
3
-
P
D
凶
凶

MHD-ω
ザ
静
岡

3
1
丘
w
m
y
m
w
"
。∞∞

日

叫

]

{

寸

山

由

寸

ODl寸
DAH

叫
鉱
山
監
督
局
は
間
宮
岳
町

E
E
P

巧
P
E
E
C
E
m
一
。
互
に
2
f
関
口
1
2

Z
H
F
叶

R
g
g
R
N
に
、
精
錬
所
監
督

局
は

]KEF-vpロ
タ
何
百
E
U
P
H間
』
町

2

E
】戸

n
E
Y
E官、

o
-
Eを
EMN
同
G
E何
回

E
5
Zに
、
設
け
ら
れ
た
の
同
司
一
unyロ日

m
v
p
口

出

宮

町

同

4
1
E
w
p
p
m戸

。

ω
ド
寸
寸
品
。

ω
「
監
督
原
則
は
鉱
山
主
を
自
己
の
拡

山
の
経
醤
か
ら
完
全
に
分
離
し
た
。
王

山
鉱
山
官
庁
が
、
そ
れ
を
毘
い
、
自
己

に
対
し
て
の
み
責
任
を
有
す
る
、
官
僚

と
労
働
者
に
よ
っ
て
経
芭
を
行
っ
た
。

私
的
所
有
者
に
は
追
加
払
込
金
を
支
払



ぃ
、
経
営
か
ら
む
利
益
を
受
取
る
こ
と
だ
け
が
残
さ
れ
た
」
(
口

同。
2
0
}
Y

凶

m

w

c

m

M

M

M

)
。

仙
何
回
凶
〈
円
R
E】
】
一
白
戸
。
出
。
担
当
2
w
o
E
H
V
Z
F
5
8
5仏
仏

2
2

国
自
甘
口

O
H
E
M
F
H∞m
p
目
的

h
h
D
に
上
る
。

何
回
刈
〈
門
日
ロ
己
f
m
w
M
W
C
叶

mpσo-HOM同
よ
り
作
成
。

k
ぉ、

こ
れ
ら
の
貢
租
収
入
は
、
以
下
に
の
ベ
る
王
立
作
業
の
設
立
、
維
持

設
に
当
て
ら
れ
た
も
り
り
よ
う
で
あ
る
D

=
王
立
企
業
由
設
立
と
熟
練
労
働
力
群
申
育
成

き
て
、
一
人
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
産
業
革
命
。
進
展
に
と

も
な
い
、
そ
の
衣
術
的
成
果
を
組
織
的
に
導
入
す
る
た
め
、
監
督
原
則
の

実
施
U

乙
な
ら
ん
で
、
い
わ
ば
鉱
山
王
有
権
の
直
接
的
実
現
形
態
と
し
て
む

王
立
企
業
設
立
が
、
鉱
業
政
策
白
重
要
な
一
翼
を
な
す
も
の
と
し
て
登
場

す
る
。王
立
企
業
の
設
立
は
、
-
己
五
阿
年
の
冨
E
4
2
g
製
鉄
所
設
立
を
起

点
と
し
、
一
八
世
紀
末
に
急
調
化
し
つ
つ
一
八

O
八
年
の

H
E。
官
E
亜

鉛
精
錬
所
設
立
に
い
た
る
ま
で
約
半
世
紀
に
五
一
リ
て
積
極
的
に
お
し
す
す

め
ら
れ
、
こ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
王
立
企
業
群
は
、
一
九
世
紀
な
か
ば
に

い
た
る
ま
で
、

cuoa岳
『
2
0
ロ
は
も
と
よ
り
、
全
プ
ロ
イ
セ

γ
王
同
に

冠
絶
す
る
生
産
力
水
準
を
示
し
た
へ
第
3
去
、
第
4
表)。

そ
れ
ら
は
素
材
的
に
み
て
、
①
鉄
鉱
山
U

製
鉄
所
群
、
②
鉛
・
銀
・

E

鉛
・
鉱
山
l
精
錬
所
群
、
③
一
炭
坑
群
、
か
ら
な
り
士
っ
て
い
た
が
、
そ
の

歴
史
的
性
格
は
以
下
の
三
つ
の
点
忙
要
約
で
き
よ
う
。

①
七
年
戦
争
な
ら
び
に
解
放
戦
争
に
お
け
る
、
「
フ
リ
J

ド
リ
ッ
ヒ
的

戦
十
国
家
』
」
己
骨
コ

E
E
Z長
山
片
岡
ロ
品
。
E
Z
E
と
の
軍
隊
装
備
の

基
盤
に
な
っ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
軍
事
的
性
格
。
②
第
三
表
備
考
ラ
ン
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
最
新
の
技
術
的
成
果
を
採
り

入
れ
、
こ
れ
を
既
存
の
民
間
領
主
経
営
に
移
摘
し
、
ま
た
は
組
主
経
営
の

の

新
設
を
刺
激
す
る
邑
い
う
、
『
模
範
経
営
』

d
p拝
2
4
2
r
oミ

(
l技

術
培
護
基
)
と
し
て
の
性
格
。
③
日
し
問
、
色
。
四
百
戸

E
鉛
精
鋭
巧
か
、
現
物
十

分
一
税
と
し
て
納
入
さ
れ
る
菱
亜
鉛
鉱
石
を
精
錬
し
た
事
実
に
ろ
ら
れ
お
、

い
わ
ば
十
分
一
税
実
現
機
構
と
し
一
ー
の
性
格
、
こ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
。
σ
R
R
E
2
5
p
に
あ
っ
て
は
、
鉄
鉱
山
l
製
鉄
所
経
営

の
ぱ
あ
い
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
は
、
鉱
山
王
有
権
者
と
し
て
で
は
な
〈
、

地
表
所
有
者
と
し
て
鉄
鉱
石
を
確
保
し
ま
た
石
炭
に
対
す
る
共
同
採
摘
権

，Mグ
ナ
】
ア
ゾ

を
も
持
つ
強
大
な
大
貴
族
に
抗
し
て
、
そ
れ
自
体
、
広
大
な
王
領
地
口
。

マ
グ
ナ
)

b

EEσ
ロ
に
立
脚
す
る
と
こ
ろ
の
最
大
白
大
貴
族
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

さ
て
、
上
般
鉱
山
監
督
局
長
レ

1
デ
ン
の
名
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
王

立
企
業
の
設
立
と
緊
簡
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
彼
は
、
採
鉱
H
H
精
錬
省
長

官
ハ
イ
ニ
ヴ
ツ
が
専
ら
監
督
原
則

(
1鉱
山
貢
租
徴
収
)
白
対
象
と
し
て

の
鉱
山
業
に
の
み
関
心
を
も
っ
た
の
に
対
L
、
新
技
術
導
入
に
よ
る
王
立

企
業
の
設
立
を
唱
導
し
た
点
で
、
ま
た
と
り
わ
け
石
炭
資
源
を
森
林
に
代

る
新
た
な
燃
料
基
盤
と
し
て
重
視
し
た
点
で
、
一
層
生
産
力
酌
な
タ
イ
フ

を
表
現
し
て
い
る
。
彼
が
同
α
E
m
炭
坑
↓
同
C
ロ
布
製
鉄
所
に
お
い
て

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
I
ベ
ル
シ
3

レ
!
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

四
七
九

'tL 

九

第
六
ロ
勺



デ
ロ
イ
セ

オ ベル・ジ1ν ジェ γ における王立企業め設立状況第 2表

12"0 I 
シ
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
誌
と
オ
ベ

考官出名業企

1754 lVlalapane製鉄所

17!)5 
" Kreuzburg 2 

1768 3 

1776 
" 

]edlitze到金製造所

Kraschcow 

4 

伯爵 Wengerskyより購入。 1828最初
のパヅドノレ法導入(精錬と圧延り分離〕

ル

シ

ユ

レ

l

y
エ
ン
鉱
山
業

第
八
十
七
巻

鉛・知鉱右。 1788プロイセン最初心蒸
気機関導入〔応120頭不用主なる〉

鉛銀柏、鋭

1778 

1783 

i 1786 

Rybnik製鉄所

Dembihammcr製鉄所

Friedrich鉛坑

5 

， 7 

6 

1786 Friedrich精錬刷8 

1791 IWnig炭坑

1796 

初

む

を

。

最

初

日

山

る

陪

最

μ
さ

大

町

ω定

る

四

時

推

よ

。

11一
と

に

炉

江

山

一

導

南

京

鉱

一

主

ス

班

鉄

一

ー

ク

入

hu

が
一

加

炉

一

導

山

く

一

出

荷

コ

佳

叫

多

一

L
H

ス
の
↑
一
、
の
一

]
ク
大
マ
鯨
在
そ
一

]
一
最
セ
精
岨
'
一

人
ヨ
陸
叩
鉛
釘
え
一

英
町
大
ベ

E
げ
敬
一

時8
 
1
 

1796 

1802 

Konigin Luise炭坑

Lyc10gnia精錬所

11 i Glenvitz製鉄所

Ktlnig製鉄所

鉄鉱山群

10 

2

3

4

 

1

1

1
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実
現
し
た
『
結
合
経
営
」
の
思
想
は
、
以
後
の

E
U⑦
E
n
y】何回
M
E
鉱
山

菜
、
い
な
広
く
ド
イ
ツ
鉱
山
菜
の
『
基
本
型
態
』
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
針
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
立
企
業
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
高
度
の
生

産
力
が
、
客
観
的
に
は
筒
主
的
対
応
過
程
の
グ
l
ツ
へ
ん
シ
々
フ
ト
と
結

8
 

び
っ
く
も
の
で
あ
っ
た
点
に
そ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ω
第
三
表
は
、
大
野
英
一
一
、
前
掲
諭
父
、
四
三

l
四
四
頁
。
北
条
功
、

前
悶
第
一
論
文
、
二
四
四
瓦
。
宅

C
E
E仏
2
2
P
。司

E
7
2
4

F
N
O
O
問
己
宮
戸
別

P
C
ω
ω
ω
可

日

合

同

町

E
E
V日
}
p

p
C
山
由
日
l∞
同

叶

E
N
E一
p
p
D
ω
ω

同日
lHO
よ
り
作
成
。

第
四
者
は
国
ぐ
円
21ロ
P
F
m
w
m
心
的
む
に
よ
る
。

川山内

]
N
H
σ
W戸
円

m
E
F
州

w
m
w
D
ω
N

ω
唱

C
F
E
2
2
-
4
2け
一

句

汗

H∞

ω
固
有
5
0
H
F
百

S
F
E
百四
2
2
2
2
2
2
r
}
H
E
n
rロ

図
。
晶
ロ
ロ
岱
出
口

2
0口当
2
w
oロ
山
口
】
UHO戸旬。コ

E臣
、
〆

E
m
p同四〈宮山

凶
ぐ
口
同

]OV己己同《凶
OH宮古

H
2
P
ω

叫
寸
だ
が
ケ
ル
ベ
ル
ト
に
よ

れ
ば
、
そ
う
し
た
慣
主
経
営
へ
の
新
技
術
の
移
植
は
、
グ
ー
ツ
ヘ
ル

層
の
保
守
的
な
志
向
に
阻
げ
ら
れ
て
「
散
発
的
か
つ
非
組
融
的
」

『

4
0
E岳
R
V
E己
ロ
5
3
Z自
主
一

ω。
竺
な
も
む
に
圧
し
と

r
め

ら
れ
た
と
い
う
(
出
同
己
U
O
H
F
n
p
c
m
u由)。

川
何
回
〈
門
戸
同
E
r
p
p
O
的

色

r
w仏
品
目

E
E
鉛
精
錬
所
は
、

一
八
世
紀
は
じ
め
か
ら
世
杷
聞
に
亘
っ
て
続
い
て
来
た
日

d

E
O
R
F
O
の
全

r
E
2月
ロ
菱
国
鉛
鉱
採
掘
轄
権
の
廃
来
直
後
に
設

立
さ
れ
て
お
り
、
以
後

Cゲ
O
H
R
E
2
5
H
M
M
世
界
有
数
の
亜
鉛
産
地

へ
と
殆
展
す
る
い
わ
ば
起
点
ー
と
な
っ
た
(
出
間
口
。

nvgvzz、
P

mwGωω

戸
口
、
同
問
z
b
N
W
P
。

"
c
m
A
(
)
)
。

川

W
C
F
Z
σ
y
p
p
o
盟
国
日
∞

lumH

州

w
o
p
-
m
o
y
ω
P
O
加

∞

出

品

目

目

印

斗

H
M叶
N

同
た
と
え
ば
明
日
F
当
P
E
に
あ
る
レ

I
デ
ン
の
有
名
な
庭
園
の
建
設

の
た
め
に
要
し
た
運
搬
賦
役
は
、
一
七
九
八
年
の
大
一
摂
の
さ
い
、

農
民
周
の
苦
情
の
一
っ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

C
N
E
W日
目
戸

p
p
C
印
山

N
b
l
i
N
b
)
。

最
新
の
技
術
を
装
備
し
た
王
立
企
業
の
出
現
、
な
ら
び
に
そ
の
新
技
術

の
領
主
経
営
へ
の
移
植
は
、
当
然
そ
れ
に
対
応
し
た
新
型
の
熟
練
労
働
力

詳
の
形
成
を
要
請
す
る
。
だ
が
隷
民
制
の
一
強
的
土
台
の
も
と
で
は
、
時

役
ゲ
ル
ト
ナ
ー
や
ホ
イ
ス
ラ
ー
な
ど
の
半
農
奴
的
な
不
熟
練
労
働
力
は
最

富
に
得
ら
れ
た
が
、
最
新
の
技
術
に
耐
え
う
る
熟
練
労
働
力
の
基
盤
は
容

易
に
は
、
形
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
た
と
え
ば
ハ
イ
エ
ソ
ツ
は
一
七
七
九

年
に
叩
S
5
2
2
州
を
視
察
旅
行
し
た
さ
い
、
問
題
の
所
在
を
勺
ぎ
の
よ

う
に
王
に
報
告
し
て
い
る
。
「
こ
の
州
に
お
い
て
は
、
日
然
の
条
件
は
じ

じ
っ
、
大
層
め
く
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
熟
練
し
た
鉱

山

1
精
錬
労
働
者
さ
え
獲
得
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
り
川
は
鉱
産
物
に
か
ん

し
て
、
陛
卜
の
御
国
土
中
、
最
も
重
要
な
州
の
一
つ
と
な
り
う
る
で
あ
り

ま
L
ょ
う
」
い
い
。
か
く
て
鉱
業
政
策
の
重
要
な
力
点
が
こ
の
一
誠
題
の
解
決

に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

だ
が
、
絶
対
主
義
的
鉱
業
政
策
の
ね
ら
い
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
隷

民
制
の
廃
棄
を
行
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
の
存
続
を
前
提
し
た
う
え
で
、

広
範
な
特
権
規
定
の
適
用
に
よ
り
熟
練
労
働
力
群
を
ば
、
隷
民
一
般
の
上

フ
ロ
イ
セ

γ
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
1
ベ
ル
・
ジ
ユ
ν
i
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

凹
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六
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プ
F

イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
、
と
オ
l
ベ
ル
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
Y

鉱
山
菜
第
八
十
七
巻

に
た
っ
特
権
熟
練
労
働
力
群
主
し
て
創
出
し
、
こ
れ
を
一
の
閉
鎖
的
な
身

丹
序
列
の
中
に
固
定
す
る
こ
止
で
あ
っ
た
ロ

そ
こ
で
、
さ
き
の
シ
ユ
レ
l
ジ
エ
ン
鉱
業
条
令
に
利
帯
し
て
、
特
権
規

定
と
し
て
の
一
連
の
補
助
的
Y
法
が
公
布
さ
れ
、
先
進
弘
山
業
地
帯
た
る

出

E
P
∞
官
官
。
P
〕

r
F
E
E
F
一回喜
E
E
な
ど
か
ら
熟
練
労
働
者
が

誘
致
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
地
元
隷
民
の
陶
拾
が
な
さ
れ
た
の
E
あ
る
。

そ
白
ば
あ
い
、
特
権
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
以
下
の
一
二
つ
の
部
分
に
分
れ
る

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
鉱
夫
特
権
令
の
適
問
、
③
鉱
夫
共
済
組
合
へ

の
加
盟
許
可
、
③
鉱
山
学
校
制
度
に
よ
る
陶
冶
。

以
下
、
順
を
追
ハ
て
解
明
L
ょ
う
。

①
鉱
夫
伸
権
令
の
適
用
。
一
七
六
九
年
一
二
且
三
日
に
公
布
さ
れ
た
鉱

夫
特
権
令
。
E
2巴
官

5
古田
E
E
苫
同
丘
ο
目
白
色

2
宮
】

E

Z固
く

OH

何回戸。回国
2
N
O図
書
ロ
目

mRい
E
0
2
0ロ
ロ
ロ
仏
向
。
吋
。
E
Pの
町
民
件
。
-PR
は、

熟
練
労
働
者
と
し
て
上
級
鉱
山
監
骨
局
に
忠
誠
を
誓
い
、
鉱
夫
共
済
組
合

登
録
簿
同
国
P
E
v
E
E
F日∞
H
1
2
に
E
I
録
を
済
ま
せ
た
者
に
対
し
、
次

の
諸
特
権
や
賦
与
し
た
。
④
任
オ
品
定
住
の
自
由
、
@
家
族
を
含
む
徴
兵
免

除
、
の
世
襲
耕
民
制
か
ら
の
自
由
、
@
自
治
体
負
担
免
除
、
申
軍
隊
舎
営

削
当
免
除
、
@
組
主
裁
判
権
か
ら
の
自
由
、
①
試
掘
1
採
酔
許
可
申
請
権
、

ア
ク
ス
ポ
イ
テ

F

Z

ザ

ヘ

ゾ

ア

i

d

ア

J

七

日
y
L
F
「
リ
〆

申
移
住
の
同
由
、
⑪
採
掘
鉱
坑
で
八
週
間
、
払
込
鉱
坑
で
四
週
間
の
隈
病

補
助
賃
金
、
③
鉱
夫
共
済
組
合
加
入
と
二
株
の
鉱
山
株
の
無
朴
交
付
、
@

移
動
鉱
夫
へ
の
旅
費
給
利
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
広
範
な
特
権
賦
与
は
、
自
己
の
隷
民
支
配
へ
の

四

" 
第
六
号

ノ、

脅
威
を
感
じ
た
グ
l
y
ヘ
ル
の
激
し
い
反
対
と
妨
害
に
述
通
し
た
け
れ
ど

丸
、
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
の
論
理
は
そ
れ
に
う
ち
勝
っ
て
、
曲
折
の
担

に
結
局
は
貫
徹
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

②
鉱
夫
共
済
組
合
へ
の
加
盟
許
日
。
鉱
夫
山
知
町
組
合
と
は
、
そ
の
起
恒
仰

を
古
く
中
止
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
こ
ろ
の
鉱
夫
の
自
発
的
な
相
互
救
済
組

織
で
あ
る
。
そ
れ
は
が
ん
ら
い
、
景
気
の
よ
し
あ
し
を
越
え
た
利
害
の

一
致
」
に
支
え
ら
れ
た
「
神
聖
な
機
構
」
左
し
て
、
鉱
夫
特
有
の
身
分
制

的
意
識
の
形
成
に
も
っ
と
も
多
く
寄
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核

を
な
す
も
の
は
い
わ
ゆ
る
『
故
済
商
』
国
広
島
百
の
制
度
で
あ
り
、
組
合

員
た
る
鉱
夫
が
収
入
り
一
定
部
分
を
掛
金
と
し
て
寸
救
済
函
』
に
納
入
し
、

危
急
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
文
援
金
を
そ
の
な
か
か
ら
受
取
っ
た
O
で
あ

る
。
プ
ロ
イ
セ
ソ
の

P
E
2
2
占
領
当
時
、
こ
う
し
た
鉱
夫
の
自
発
的

共
済
制
度
と
し
て
の
『
救
済
函
」
が
鉱
山
地
帯
の
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し

τ

い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
い
ま
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
は
、

こ
う
し
た
鉱
夫
共
済
組
合
に
も
把
握
の
触
手
を
の
ば
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
七
六
九
年
一
一
月
二

O
日
に
公
布
さ
わ
た
、
鉱
夫
共
済
組
合
金
出
設
立

ム
μ
E耳
目
W
C
O回
N
E
何
百
円
E
Eロ
ロ
四
位
当
込
町
民
Z
z
p
m
Eロ
日
阿
国
戸

宅
ω
岳
民
t
W
2
5
2
H
C
Z
出

2
m】
2
古
に
も
と
づ
い
て
、
鉱
夫
共
済

組
合
の
中
央
集
中
と
制
度
的
完
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

上
紐
鉱
山
除
督
局
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
統
一
的
な
鉱
夫
共
済

組
合
金
庫
が
プ
レ
ス
ラ
ウ
に
設
立
さ
れ
、
以
後
こ
れ
が
特
権
労
働
者
の
相

互
救
済
制
度
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
金
庫
の
資
金
源
は
組
合
員
の
分
担
全



と
前
町
ル
訟
の
分
担
金
八
す
で
に
の
ベ
た
無
軒
鉱
山
株
一
一
)
を
主
と
し
、
支

出
内
容
は
年
金
支
給
、
催
病
扶
助
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
と
も
あ

れ
、
金
庫
の
支
援
に
よ
コ
て
組
合
員
と
そ
り
家
族
の
生
活
保
証
が
目
指
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
組
合
は
事
実
上
、
組
合
員
た
る
J

弘
夫
に
対
し
て
「
一
生

慌
の
世
話
」
を
み
た
と
い
わ
れ
た
。

①
芋
校
制
度
に
よ
る
陶
冶
。
さ
て
、
こ
う
し
た
特
権
労
働
者
層
に
は
ま

た
、
自
己
の
熟
練
を
陶
冶
す
る
た
め
の
教
育
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
一
七

七
0
年
代
以
降
、
一
⑥
初
等
学
校

(
F
H
E
2
5
精
錬
所
、
同
合
口
布
製
鉄
所
、

戸
E
3
Z
製
鉄
所
、
同
2
5
E『
崎
製
鉄
所
、
冨
巳
P
明
言
。
製
鉄
所
、
に

併
肯
)
↓
⑥
鉱
夫
専
門
学
校
ハ

H
R
E当
日
)
↓
⑤
車
業
大
苧
(
ロ

2
E
M
)
、

と
体
系
的
に
学
校
制
度
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
き
、
熟
練
労
働
者
や
鉱
山
官
僚

の
養
成
に
あ
た
っ
た
。

以
よ
の
よ
う
な
広
範
な
諸
特
権
の
賦
与
に
よ
る
熟
練
労
働
力
群
育
成
政

策
の
な
カ
か
ら
、
山
一
一
時
白
色

U
2
2
E
3
2
鉱
山
労
働
力
の
構
成
は
、

お
お
よ
そ
以
下
の
加
き
、
身
分
制
的
な
秩
序
に
組
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
①
特
権
を
完
全
に
賦
与
さ
れ
た
、
大
抵
は
外
地
人
か
ら
な
る
少
数
の

熟
練
労
働
力
、
②
そ
の
も
と
で
陶
冶
さ
れ
て
、
世
襲
隷
民
か
ら
上
昇
し
つ

つ
あ
る
半
熟
練
労
働
力
、
③
大
群
の
世
襲
隷
民
の
未
熱
練
労
働
力
。
と

こ
ろ
で
、
一
七
八
六
七
年
現
在
、

ω
n
E
Z
ち
ロ
全
体
に
お
い
て
、
労
働

者
〉
忌

2
t円
二
六
九
O
名
に
対
し
、
司
傭
取
り
・
木
材
伐
採
夫
・
炭
焼

夫
・
運
搬
入
八
七
七
六
名
を
数
え
た
と
い
う
。
労
働
の
質
か
ら
推
測
し
て
、

お
そ
ら
く
前
者
が
①
と
②
、
後
者
が
④
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

ぅ
。
古
た
①
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
費
用
が
高
〈
つ
い
た
た
め
に
、

ま
ず
王
立
企
業
に
導
入
さ
れ
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
の
ち
民
間
経
営
へ
、

鉱
山
官
庁
の
媒
介
を
経
て
移
植
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
か
く
て
王
立
企
業
は

新
技
術
と
と
も
に
熟
練
労
働
力
の
培
養
基
、
と
し
て
の
性
格
を
も
兼
ね
備
え

た
の
で
あ
っ
た
。

同

4
4
ロ件
H
m
p
p
p
G

印
品
一
ω

阿

君

E
w
p
p
m
w
D

印
呂
大
野
英
一
一
、
前
掲
諭
宝
、
四
七

四
八
頁
。

ω.
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
「
上
級
鉱
山
佐
川
督
局
の
計
可
を
え
て
、

従
っ
て
鉱
業
条
令
に
も
と
a

つ
い
て
、
採
掘
申
請
し
た
あ
る
ゲ
ル
ト
ナ

〆
ル
ン
ト
ヘ
ル

ー
は
、
領
主
に
よ
っ
て
厳
し
く
拘
禁
さ
れ
、
高
額
の
罰
金
を
徴
収

さ
れ
た
」
(
国
間
己
「
2
F
m
w

回

C
m
M
3
0

川
向
そ
心
経
過
は
同
d

宅耳目内
O-
ロ
山
口

ωω

巴
iNω

に
詳
し
い
u

M
W
A
P
宍

司

2
5
-
2
P
P
2
m
m
M∞i
詰

岩

}tftE吋
ロ
T

m
O
N
E
-宮
町
ω。吋向。
M

ロ
出
。
Hι間
}upロ
d
ロ
4Z】可ヴ
-oωO
ロ品。】「
21
出。円
EOFmγ

。
v
t明戸】ロ叩司同
O
C四
日
Hpmmwnymwo
ロ
♂
白
川
HVO】
弓
話
回
ロ
色
。
。
EOHHOHl

n
y
m
一
早
口
-
m
ω
H
O
A
H
H
(
)
自
に
よ
る
。

ω
同
町
目
パ
】
N}目、

m
w
p
C
沼

山

出

同

町

阿

君

E
-
n
p
p
p
o

ω
日
N

北
条
功
、
前
掲
論
文
、
二
四
七
頁
。
と
く
に
国
民
巴
ぴ

O
F

m
w
p
C

は
こ
の
問
題
を
詳
細
に
扱
っ
て
い
る
。

的

岡

町

E
E宮
司
巴

P

O

回

目

川
問
問
草
。
E
官叩

p
h
w
C
切

町

田

)
 -
(
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オーベル・シユレージエシにおける炭坑業と
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プ
ロ
イ
セ
γ
絶
対
主
義
の
払
業
政
策
L
Y
一オ
l
ベ
ル
シ
ユ
レ
l
ジ
エ
ソ
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

望

ー
ー
鉱
業
政
策
の
再
編
ー
ー

三

展

グ
ナ

!
?
ν

一
大
貴
族
四
鉱
業
特
権
獲
得
と
監
督
原
則
自
「
解
体
」

さ
て
、
一
八
世
紀
後
半
、
鉱
山
王
有
権
の
実
現
体
系
と
し
亡
展
開
さ
れ

た
絶
対
主
義
的
鉱
業
政
策
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
の
過

程
で
、
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
再
編
せ
ら
れ
る
。
い
ま
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
過
程
を
展
望
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り
だ
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
鉱
業
政
策
の
再
編
を
も
た
ら
し
た

C
胃
E
σ
E
E
E回

鉱
山
業
自
体
の
構
造
変
化
を
概
観
し
て
お
き
た
い
ロ

。ヴ0
2
0
Z
E目
ロ
鉱
山
業
の
構
造
変
化
は
、
一
面
で
は
製
鉄
か
ら
採
炭

へ
の
軸
心
の
移
行
、
他
置
で
ほ
王
立
企
業
に
対
す
る
草
刈
舵
企
業
の
優
位
、

ど
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
世
紀
な
か
ぽ
、
鉄
道
網
の
拡
大
に
と
も
な

っ
て
、
右
炭
を
中
心
と
す
る

O
Z
E佐
官

Z
D鉱
山
業
の
鉱
虚
物
が
、
大

貴
族
経
営
内
生
み
出
す
特
産
物
と
し
て
東
エ
ル
ベ
市
場
を
征
覇
し
て
い
く

過
程
で
、
回
目

ι己、
J
門

E
Z
宅
E
ロE
R
河
自
己
〔
同
等
の
一
連
の
大
貴

族
白
鉱
山
業
経
営
へ
の
本
格
的
進
出
が
開
拍
き
れ
、
一
九
世
紀
後
半
、

。σR
R
E
2
5ロ
鉱
山
業
は
、
炭
坑
業
を
基
盤
と
す
る
そ
の
困
庫
的
・
大

貴
族
的
構
成
主
完
成
す
る
(
第
5
表)。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
大
貴
族
の
鉱
山
業
へ
の
木
格
的
進
出
に
E
も
な

い
、
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
の
根
拠
た
る
鉱
山
王
有
権
の
構
造
に
注
目
す

べ
き
変
化
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
い
た
っ
て
、
人
貴
族

市
叫
ん
動
お
料
配
膨
保
志
動
が
活
液
化
し
、
そ
の
過
程
で
、
鉱
山
王
有
権
が
い

四
八
六

六
六

第
六
号

わ
ば
王
と
大
貴
族
の
抱
合
に
よ
る
鉱
業
幹
権
体
系
の
維
持
主
い
う
形
態
に

転
推
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
白
点
に
つ
い
て
G
E
ア
ェ
ル
シ
ュ
は
い

グ
ル
リ
y
t
r

九
ル

ぅ
。
「
地
表
所
有
者
は
、
自
己
の
領
域
を
貢
租
と
国
家
の
一
両
権
か
ら
解
放

し
よ
う
と
努
力
し
た
。
独
自
的
に
産
業
経
営
を
や
り
た
い
と
い
う
彼
等
の

努
力
は
、
彼
等
の
同
に
、
自
分
達
の
所
領
を
国
家
の
鉱
山
王
有
権
か
ら
切

り
離
し
、
そ
の
代
り
に
、
旧
い
家
柄
も
し
く
は
古
文
書
に
基
い
て
、
国
王

に
り
み
帰
属
す
る
権
利
た
る
鉱
業
特
権
を
み
ず
か
ら
要
求
し
、
地
表
所
ム
骨

者
の
も
り
(
鉄
鉱
石
の
こ
と
で
あ
る
う
引
用
者
)
以
外
白
地
下
鉱
物
を

自
由
に
し
よ
う
と
い
た
J

運
翫
を
よ
び
お
と
し
た
。
彼
等
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

鉱
業
特
権
と
い
う
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
的
権
利
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
鉱
業
特

権
を
持
つ
て
い
た
以
前
の
炉
問
リ
釈
や

R
f即
日
グ
り
生
じ
て
い
る
限
り
、

当
然
彼
等
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ロ
」

か
く
て
、
国
家
と
大
貴
族
の
聞
で
多
年
に
一
旦
る
係
争
が
開
始
さ
れ
、
そ
の

過
程
で
、
侯
爵
足
早
は
片
岡
α
5
T
E
C
S
F
2
2
C
E
R
E
O
B
に
つ
き
払

業
特
権
n
H
十
分
一
税
徴
収
権
を
獲
得
し
(
一
八
四

O年
l
た
だ
し
こ
れ
は

亜
鉛
に
つ
い
て
で
あ
り
、
石
炭
に
ワ
い
て
は
以
前
か
ら
そ
れ
を
認
め
ら
れ

て
い
た
)
、
公
爵
同
EHV白
と
伯
爵
目
。
宮
司
E
O
E
2
は
印
E
E
E
V
2

2
の

F
E
Z
V吉
田
か
ら
分
肢
し
た
同
日
目
岳
民
汁

E
2
E
5
t
同
E
Z省
幹
N

に
つ
き
鉱
業
特
権

1
十
分
一
税
徴
収
権
を
獲
得
し
た
(
一
八
四
一

l
l
一八

六
一
年
)
。
ま
た
、
す
で
に
一
七
八
二
年
い
ら
い
鉛
と
銀
白
二
十
分
一
税

徴
収
権
を
持
っ
て
い
た
伯
爵
司
自
長
己
も
、
そ
の

2
2
E
5
2
2岳
民
仲

叶
自
己
を
E
N
に
つ
き
、
菱
亜
鉛
鉱
石
な
ら
び
に
石
炭
の
排
他
的
優
先
採
掘



権
を
得
、
閏
家

D
貢
租
徴
収
は
特
別
の
は
か
ら
い
の
E
骨
E

E
に
よ
り

差
止
め
ら
れ
た
(
一
八
三
同
年
叫
。
こ
白
よ
う
に
し
て
、
ご
れ
ら
の
印

Z
ロ

d
w
d
γ

昂
ル
タ
シ
ヤ
ア
ト

{円。切
F
2
3の
V
P
F
の
領
域
内
に
あ
る
鉱
山
共
有
組
合
鉱
山
は
、
い
ま
や
国

家
か
ら
で
は
な
く
、
鉱
業
特
権
所
有
者
た
る
大
貴
族
か
ら
鉱
区
貸
与
を
う

け
、
彼
に
貢
租
を
支
払
う
よ
う
に
な
り
、
国
家
白
車
普
か
ら
切
り
離
さ
れ

る
に
い
た
る
。

と
も
あ
れ
、
一
方
で
は

P
E
2
5ロ
の
大
貴
族
へ
白
と
う
し
た
鉱
業
特

権
剖
譲
に
よ
り
、
他
方
で
は
鉱
業
特
権
自
体
を
怪
枯
視
す
る
間
口
吉
鉱
山

業
の
急
激
な
進
出
に
よ
り
、
フ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
山
王
有
権
白
範

聞
は
縮
小
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
鉱
山
王
有
権
の
実
現
形
態
、
と

し
て
の
監
督
原
則
も
後
退
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
監
督
原
則

5
 

の
解
体
、
と
よ
ば
れ
て
い
る
過
程
で
あ
る
。

川
W

同
〈
。
-
F
P
P
O
出
叫
吉
田
凹
包
同
国
]
円

E
Z
L一
主

E
a
z
t
ω
立
宮
古
口
E
q
z
n
v口同明。
p
口
2
ロ
円
。
民
間
E
P。
σ
2
H仲
N

E
∞の
u
g
z
o
p
y耳
げ
a
n
v
z
B吋
回
再
己
ロ
色
。
宮
口
O
B
E
回ロ島

田
宮
台
耳
目
付
}
出
巳
寸
(
)
ヨ
】
阻
坦
恒
-
m
ゴ
ω
円
〈
附
昨
。
切
HmF
ロ
ド
。
∞
円
。
由
。

N
O芹
件
。
ω
司
2
0
3
ロ
OH
君
。
∞
号
吋
号
耳
切
の
y
g
F
E耳
20u

出
仏
ロ
呂
田
∞
'
m
H
S
よ
り
作
成
。
な
お
、
己
こ
で
、
流
通
過
程

白
再
編
の
点
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
旧
/
ロ
イ
セ
ン
時
代
に
は
、
上

扱
鉱
山
晴
督
局
の
掌
握
す
る
、
プ
レ
ス
ラ
ウ
鉱
産
物
商
館
と
プ
レ
ス

カ
ゆ
ア
マ
ン
シ
ヤ
ア
ト

ラ
ウ
商
人
組
合
に
よ
る
、
国
庫
的
HH商
人
的
独
占
が
支
配
し
て
い
た

が
(
式
野
英
一
一
、
前
掲
論
文
、
主
三
五
六
頁
)
、
一
九
世
紀
前
半
、

大
貴
族
経
営
白
鉱
産
駒
が
京
ヱ
ル
ベ
市
場
に
進
出
す
る
過
程
で
、
流

通
過
程
の
再
編
が
な
し
と
げ
ら
れ
た
。
す
で
に
一
八
一
六
年
に
は
、

鉱
産
物
商
館
を
直
営
し
て
い
た
上
級
鉱
山
監
督
局
が
司
自
己

E
か
ら

出
口
』
へ
移
転
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
か
か
る
分
離
の
う
ち
に
鉱
産

物
商
館
白
地
位
の
低
下
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
が
(
同
巧
且
H
F

P
P
O
凹
ω
g
c
i苫
S
、
さ
ら
に
四
十
年
代
以
降
、
一
連
の
巨
大

石
炭
商
の
目
。
U
Z
2
0ロ
鉱
山
業
へ
の
進
出
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
①

D
σ
2
2
E
2
5
D
D
ば
あ
い
。
ベ
ル
リ
ン
の
二
大
石
炭
商
何
回
Pロ
E
H

町
ロ
E
E
E
O門
家
主
門
若
男
君
。
F
2
5
家
。
一
九
世
粗
末
、
両

家
で

C
宮

2
吾
古
印
】

E
炭
の
六
五
%
を
掌
握
し
、
国
庫
わ
販
売
部

〈
司
WEHPσ
白川
0・
の
Mgn70}MVZ切
の
販
売
部
と
と
も
に
、
。
σ日

ω
n
E
2
5ロ
炭
の
流
通
過
程
を
独
占
し
た
(
同
開
旦
旨
伊
巴
5
聞内向

宮
戸
。
回
目
。
σ
日
ωの『】
S
H切の
VOロ
印
Z
E
r
o
E
oロ
σσ
門町げ
P口、

HUM世
田

同
国
)
。
③
Z
E
f
g
o
E
2
5ロ
の
ば
あ
い
。
メ
4pzouσ
ロ
門
的
の
亜
麻

商
人
4

司
自
己
円
月
家
、
即
日
σdHm
の
E
麻
商
人
同
日
旨
且
伊
家
、

』

E
O
H
O
将
桂
出
身
。
同
己
自
民
家
。
こ
り
三
家
は
、

E
麻
織
物
業

衰
退
へ
の
対
応
り
た
め
鉱
山
業
へ
の
進
出
を
試
み
亡
お
り
、
と
く
に

同
己
自
民
家
は
世
紀
後
半
、
d

司
巴
《
凶
何
回
ぴ
ロ
門
官
灰
白
七

O
M刊
を
販
売
し

た
(
口
問
。
ロ
ロ
E

ヨ
E
2
ω
n
V
-
E
-
r
H民
自
立
。
問
。
E
汗
∞
2
M
O

開
ロ
伴
者
HnHhEロ
m
己ロ

Q
Z
o一
戸
品
。
喧
凹
ω
寸
Ml誌
の
由
。
F自
民
Fω
。
vl

-。印
Mm口
調
。
口
問
同
ロ
ゲ
仏
E
ロ

drd同銅山
H由
。
一
円
。
σ。ロ

dHH3440】ユ向。

ωの
V】οωznげ
OHVA【
O口
ωnyo口、]呂町
Y
印
ω
】仏
GIH印。)ロ

司

の

司

O戸聞のげ

mwpiiC
凹

ω
E

ω
大
野
英
一
一
、
前
掲
論
文
、
六
四
六
五

E
。
の
司
E
R
Y
m
w
p
D

回

ω由
品

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
I
ベ
ル
・

γ
ユ
レ
i
ジ
斗
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

四
人
七

第
プて
号

フ、
七



プ
ロ
イ
セ

γ
耕
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
I
ベ
ル
・
シ
ユ

ν
ーやン
Z

ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

(5) (4) 

見

〈

n
m
w
口
w
p
=
m
w
z
m
r
c
ω
A
U
A肝

た
L
ζ

え
ば
、
m
o
宣
言
E

d

m
可
旦
N
m
w
p
Q
目
白
U
N

以
下
、
一
九
世
紀
中
葉
に
担
け
る
監
督
原
則
の
併
体
過
程
を
、
①
鉱
山

貢
租
軽
減
、
②
鉱
山
行
政
機
構
の
再
編
、
の
二
側
由
か
ら
追
跡
し
、
と
く

に
第
一
の
側
面
に
力
点
を
お
レ
て
そ
の
歴
史
的
意
味
を
解
明
し
て
み
た
い
。

①
鉱
山
貢
租
軽
減
。
鉱
山
貢
租
軽
減
要
求
に
お
い
て
主
導
権
を
撞
っ
た

の
は
河
口
宵
/
ル
ジ
ョ
ヲ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。
農
民
的
土
地
所
有
の
ひ
ろ
が

る
西
エ
ル
ベ
の
河
己
戸
H
地
方
で
は
、
す
で
に
一
八

O
三
年
に
、
開
目
。
ロ

君
。
E
E
の
鉱
山
業
地
帯
で
、
監
督
原
則
の
実
施
に
反
対
す
る
農
民
的
鉱

夫
の
騒
援
が
起
っ
て
お
り
、
鉱
夫
達
は
鉱
山
貢
租
の
支
払
い
を
拒
否
し
て

互
の
鉱
山
官
僚
を
追
放
し
、
草
隊
の
出
動
に
よ
っ
て
秩
序
が
回
復
さ
れ
た

町
で
あ
る
が
、
か
ま
一
八
四
八
年
目
三
月
革
命
の
過
地
で
、
富
山
貢
租
軽

減
要
求
が
改
め
て
本
格
的
に
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ

b
。
す
な
わ
ち
囚
八

年
七
月
二
八
日
、
国
民
議
会
に
お
い
て
ハ
ル
コ
ル
ト
ぐ
』
出
耳
目
例
。
ユ
他

数
名
が
鉱
山
貫
租
の
全
国
的
統
一
の
提
案
を
行
い
、
次
の
如
き
法
案
を
提

附
し
た
の
で
あ
る
。

ω鉱
山
貢
租
は
全
国
に
お
い
て
同
じ
形
態
で
徴
収
さ

れ
、
か
つ
純
収
益
の
5
%
以
下
白
率
に
お
き
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
刷

新
鉱
業
法
の
公
布
ま
で
は
臨
時
的
に
、
同
宮
目
州
で
適
川
さ
れ
て
い
る
法

的
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
山
こ
の
法
律
は
四
八
年
九
月
一
日
支
で
に
発
効

す
る
も
の
と
す
る
。
ー
こ
の
提
案
を
契
機
に
貢
租
軽
減
が
い
よ
い
よ
実
現

の
過
程
に
入
る
。
す
な
わ
ち
、
五
一
年
五
月
一
二
回
の
鉱
山
課
税
に
か
ん

す
る
法
律
の
E
0
2
5
R
E
o
出
臣
官
E
E
H記
号
阿
国
o
a巧
2

f

に

四
八
八

第
六
号

六
人

お
い
て
、
十
分
一
税
は
半
分
(
粗
収
益
の
主
%
)
に
酔
減
さ
れ
、
鉱
区
借

用
税
は
各
鉱
此
(
経
営
、
休
止
の
別
を
主
わ
ず
)
に
つ
き
一
回
巴
円
に
確

定
さ
れ
た
。
ま
た
鉱
山
官
庁
維
持
貢
租
は
他
の
多
く
の
子
数
料
と
と
も
に
、

売
上
金
の
一
%
に
あ
た
る
監
督
税
〉
丘
2
n
Z
由
吉
日
刊
に
統
一
さ
れ
た
。

つ
い
で
六
一
年
五
月
三
二
日
司
法
律
に
よ
っ
て
二
十
分
一
税
が
更
に
そ
の

五
分
の
一
だ
け
、
つ
ま
り
五
刊
か
ら
四
%
に
軽
減
さ
れ
、
六
五
年
六
月
二

四
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
鉱
業
法
ロ
E
U
】
戸
唱
目
E
ロ
O
H
W
Z
自
E
E
N
苫叶

E
O
]
V
E
ロ
回
目
R
V
S
E
P
E
E
に
い
た
っ
て
全
鉱
山
貢
租
は
一
括
し
て

一
%
に
統
一
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
貢
租
軽
減
措
置
に
よ
っ
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
同
己
ロ
鉱

山
業
は
以
後
の
飛
躍
的
な
発
展
の
端
緒
を
つ
か
む
こ
ー
と
が
で
き
た
。
だ
が

O
U
O吋
R
E
2
5
ロ
鉱
山
業
に
、
と
っ
て
は
そ
う
し
た
措
置
は
、
実
は
な
ん
ら

重
要
な
意
義
を
持
ち
え
な
か
ニ
ι
。
と
い
う
の
は
C
Z
2
0
F
E
H
Z
鉱
山

菜
の
ば
あ
い
、
す
で
に
白
ベ
た
よ
う
に
、
鉱
巣
特
権
を
あ
た
え
ら
れ
た
大
貴

族
が
、
国
家
に
代
る
新
た
な
十
分
一
税
取
得
者
と
し
て
立
ち
塊
わ
れ
て
お

り
、
一
八
六
五
年
の
一
般
鉱
業
法
に
お
い
て
も
P
E
2
5
ロ
の
鉄
鉱
石
が

そ
の
規
制
町
一
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
之
と
相
ま
っ
て
、
旧
来
の
鉱
山
貢

粗
の
体
系
が
基
本
的
に
は
崩
れ
る
こ
を
な
く
維
持
さ
わ
た
か
ら
で
あ
る
ロ

そ
し
て
実
に
こ
の
こ
と
が
、
ロ
σ
日
R
E
2
5
ロ
鉱
山
業
に
お
け
る
資
本
集

中
の
特
異
な
形
態
を
規
定
す
る
一
要
因
と
な
っ
た
。
G
-
プ
ェ
ル
シ
誌
の
鋭

い
指
摘
に
聞
こ
う
。
「
資
本
が
株
式
会
社
の
形
態
で
D
Z
H
R
Z
2
5
ロ
へ
も

r
w
v
ト

ヘ

A

侵
入
す
る
前
に
、
地
表
所
有
者
た
ち
は
、
自
分
た
も
の
特
権
の
た
す
け
に
よ



7
7
か
げ
y
r
y
J
J

う
て
、
小
炭
坑
白
吸
収
宇
一
つ
う
じ
て
自
己
の
所
有
を
定
庶
す
る
の
に
成

功
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
鉱
山
貢
租
ー
も
あ
ず
か
つ
て
力
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

(
一
八
六
五
年
に
は
全
国
税
が
二
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
た
の
に
)
こ
の
地

域
で
は
粗
収
益
の
五
%
の
高
さ
で
引
き
続
き
徴
収
さ
れ
た
の
だ
。
か
く
て

こ
の
地
域
の
民
間
炭
坑
は
、
も
っ
と
低
い
租
税
支
払
し
か
行
わ
な
い
炭
坑

と
の
競
争
が
不
可
能
に
な
っ
た
U

一
八
六
主
年
に
は

H
E
o
l
d当
日
ゎ
E
2
の

山
吉
ロ
骨
ω百
円
EnEmw洋
士
る
冨
リ
官
庁
名
拝
N
同
与
件
。
各
区
N
に
あ
る
こ
ハ
の

民
間
炭
坑
は
邦
議
会
へ
請
願
を
送
っ
て
、
制
度
の
矛
盾
を
訴
え
た
。

け
れ
ど
も
、
孤
立
し
た
農
民
農
場
出
E
2呂
5
2
〉
と
同
様
、
そ
れ
ら
も

ま
た
大
土
地
所
有
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
九
。
」
そ
こ
で
い
ま
試

み
に
第
四
表
左
第
五
表
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
一
八
四
七
年
に
は
未
だ
八

一
あ
っ
た
鉱
山
共
骨
組
合
炭
坑
が
、
一
九
一
二
年
に
は
ほ
之
ん
ど
消
滅
し

て
お
り
、
逆
に
山
首
ロ
島
臣
官
日
白
炭
坑
が
大
言
く
前
回
に
出
て
来
て
い

る
己
正
か
ら
、
こ
の
プ
ェ
ル
シ
ュ
の
指
摘
が
裏
書
き
さ
れ
て
い
る
ご
と
が

分
る
。
つ
ま
り
、

Oげ
日
R
E
E
Eロ
鉱
山
業
で
は
、
大
貴
族
に
よ
る
鉱
業

特
権
を
テ
コ
と
し
た
前
期
的
資
本
集
中
が
一
九
世
紀
後
半
期
を
つ
う
じ
て

進
展
し
た
も
の
主
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
同
じ
時
期
に
伝
わ
れ
た
若
干

の
生
産
の
集
積
過
程
(
た
と
え
ば
製
鋼
に
お
け
る
ジ
l
メ
ン
ス
・
マ
ル
チ

ン
法
の
普
及
、
採
炭
に
お
け
る
水
力
先
頃
法

m
Z
F
O
B
E
N
t
2
P耳

2

0
創
始
の
ご
主
き
)
は
、
そ
う
し
た
前
期
的
資
本
集
中
の
土
台
の
上
に
、

生
産
力
の
閏
際
的
水
準
へ
の
対
応
形
態
と
し
て
接
ぎ
穂
さ
れ
た
契
機
で
あ

コ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
h
o

以
上
白
行
輸
か
ら
、
監
督
原
則
の
「
解
体
」

(
U鉱
山
貢
租
「
軽
減
」
)

が

C
Z吋
R
E
S
H
Oロ
鉱
山
業
に
対
し
て
持
っ
た
意
義
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

@
鉱
山
行
政
機
構
白
再
編
回
同
区
町
プ
ル
ジ
豆
ワ
ョ
/
に
対
す
る
貫
租

軽
減
、

Cσ
臼
吉
区
2
5
p
大
貴
族
に
対
寸
る
貢
租
徴
収
権
譲
渡
に
と
も
な

い
、
そ
れ
の
維
持
機
構
と
し
て
の
鉱
山
行
政
機
構
も
縮
小
的
に
再
編
さ
れ

た
。
つ
ま
り
一
八
五
一
年
五
月
一
二
日
の
法
律
。
2
1
N
σ
拝
見
同

g色

白

5
4、z
v
B
E
E話
。
耳
目
伝
一
件
2
目
。
ロ
呂
田
白
の
5
2
出。同国
4
2
r
m
な
ら

び
に
六
一
年
六
月
一

O
日
の
法
律
の

2
0官
げ
江

E
問
。
出
色
告
の
同
。
ョ
官

官
日
仏
日
ロ
σ
2
E
2官
E
Z
H
に
も
と
つ
い
て
、
上
級
鉱
山
監
督
局
を
は

じ
め
各
鉱
山
官
庁
の
権
限
が
大
巾
に
削
減
せ
ら
れ
、
従
来
監
督
原
則
に
服

し
て
来
た
民
間
鉱
山
所
有
者
は
こ
と
に
広
範
な
自
主
的
経
営
維
を
獲
得
し

た
巴
で
あ
る
。

ω

国
間
巴
官
H
F
P
P
O
ω

包

同
以
下
州
仰
ぐ
円
日
ロ
m
w
]
f
p
i
p
-
印
ω
宮
町
田
の
司
己
宮
町
ヨ
ド

P
C
出

ω印
寸
円
】
出
。
門
岡
田
口
夕
日
門
戸
】
ロ
《
宮
山
品
い
N
O
Q
O
H
司口戸
mHロ
N

4
5
5ロ
苦
y
t汁

E
E
σ
σ
ω
。
ロ
色
。
百
円
回
osoyzum山

RMHpwロ
可
HOUJ

BGnFOロ
ωけ
門
戸
斜
グ
同
∞
斗
戸
凹
ω
回一
N由

Nω
口
に
よ
る
。

ω

円
]
出
号
明
Eω
、
mwmwiC
印

M
g
石
村
善
助
『
鉱
業
法
の
研

光
』
、
一
五

l
一
六
頁
。

ω
c
p
z
n
F
p
p
o
m
g
∞
 

制
そ
の
こ
之
を
一
一
墨
書
き
ヂ
る
一
例
と
し
て
、

Q
ず
司
君
Z
E
H
S
最

λ

の
混
合
企
業
〈
2
2
E
m
Z
同
OEm窓
口
口
《
H
F
E
E訂
正
吉
と
、
河
口
宵

プ
戸
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
l
ベ
ル
ジ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

四
λ
九

第
六
号

ノ、

九



プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
誌
と
オ
1
ベ
ル
・
シ
立
レ
1
ジ
ユ
ン
鉱
山
菜
第
八
十
七
巻

産 (1000トン〕
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第 6表

四
九

C

七。

第
六
号

327 

に
お
け
る
「
興
型
的
な
混
合
企
業
」
訂
正
岳
。
民
自
己
由

5
5宮
町

構

成
比
較
を
掲
げ
て
み
よ
う
(
第
6
表

出

口

問

。

1
E
Hロ
P

ロ
お

の
ο日
g
n
F
rロ
君
。
円
W
。

E

骨
巳
R
Y
E
D
2回
日
ωω
ロ明。
d2H官、

由
主
』
印
凹

M
g
l
M
∞メ

ω
N
D

に
よ
る
)
。
資
本
町
技
荷
的
構
成
に
お

け
る
前
者
の
劣
位
は
明
ら
か
で
あ
る

5
0
ケ
ス
ト
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

寸
低
信
金
と
眼
路
関
係
が
的
ロ
Z
S
H
E
D
バ
ヴ
ド
ル
法
を
維
持
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
回
ド
イ
ツ
よ
り
も
ず
っ
と
多
ど
の
鉄
が
村
り
鍛
袖

屋
に
阪
売
さ
れ
、
し
か
も
鍛
冶
屋
達
は
今
江
お
主
に
錬
鉄
を
欲
す
る

り
だ
」
と
。
(
『
同
2
2
0
F
ロ
H
O
C
O
E
R
Y
Oロ
同
町
o
p
N
E
]
O
H白羽

一
戸
由
。
百
一

HC口
旧

-
m
H寸
)
。

ω
阿

君
E
w
p
向

W

似

G

山間コロ
i

コF
2寸
立
∞

IJ) 

労働者数

15803 

1535C 

478 

高琵時手議官77J汗うiん|
い::[;l2(1~Jι__~3~1 

ニ
労
働
力
規
制
。
再
編
と
王
立
企
業
。
払
下
研

民
同
鉱
山
経
営
に
対
す
る
鉱
山
王
有
権
の
実
現
形
態
を
窯
味
す
る
匹
巻

原
則
の
解
体
と
並
行

L
て
、
玉
有
権
白
直
接
的
実
現
形
態
と

L
て
の
王
立

企
業
の
設
立

1
維
持
な
ら
び
に
そ
れ
を
テ
コ
色
し
て
の
鉱
山
労
働
刈
規
制

の
政
策
も
、
い
ま
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
以
下
、
後
者
に
力
点
を
お

い
て
そ
り
過
程
を
追
求
し
よ
号
。

ま
ず
、
旧
プ
ロ
イ
セ
ン
時
代
に
三
つ
の
身
分
的
・
階
層
的
序
列
に
編
成

さ
れ
て
い
た
労
働
力
群
構
成
が
、
農
民
解
放
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
変
容

を
蒙
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
第
一
に
、
地
元
民
に
よ

る
熟
練
労
働
力
基
盤
の
形
成
に
と
も
な
い
、
外
地
人
熟
練
労
働
力
範
鴎
は

消
滅
し
た
。
以
後
彼
等
は
、
た
と
主
ば
バ
ッ
ド
ル
法
な
ど
新
技
術
導
入
の

際
、
一
時
的
な
技
術
指
導
員
と

L
て

C
σ
2
R
E
a
sロ
鉱
山
業
地
帯
を
訪

420 1576 399 

6 

7 



れ
た
に
す
ぎ
由
。
第
二
に
、
十
月
勅
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
移
動
の
自

由
を
利
用
し
て
、
周
辺
農
業
地
帯
お
よ
び
の
耳
目
N
E
H
E
甘
口
の
麻
織
業
の

僻
体
過
程
か
ら
析
出
さ
れ
る
多
数
の
ホ
イ
ス
ラ
、
ア
イ
シ
リ
!
万
ー
が

払
山
業
地
時
に
流
入
し
、
と
く
に
炭
坑
業
に
お
け
る
坑
内
運
搬
労
働
過
程

の
分
也
に
L

と
も
な
っ
て
聞
け
て
来
た
蓮
大
な
運
搬
夫
需
要
に
応
ず
る
。
第

ロ
ポ
1
p

三
に
、
農
民
な
ら
び
に
調
整
資
格
か
除
去
さ
れ
た
賦
役
ゲ
ル
ト
ナ
1
は
依

然
主
し
て
、
馬
車
に
よ
る
経
営
外
海
搬
(
精
練
所
へ
の
一
右
炭
、
鉱
石
運
搬
、

製
品
運
搬
で
あ
り
、
z
d
o
w古
E
H
M
N
一
司
と
よ
ば
れ
る
)
に
副
業
的
に
従
事

す
る
。
か
く
て
い
ま
や
、
新
し
く
三
つ
の
範
陪
か
ら
な
る
労
働
力
神
構
成

が
で
き
上
っ
て
い
っ
た
様
に
忌
わ
れ
る
。
①
か
つ
て
の
第
二
範
晴
4
り
な

る
熟
練
労
働
力
(
精
錬
業
に
そ
の
比
重
大
三
②
新
た
に
形
成
さ
れ
に
炭
坑ロ4

菜
の
坑
内
運
搬
夫
を
中
心
と
す
る
金
大
な
未
熟
樺
労
働
力
、
③
農
民
、
賦

役
ゲ
ル
ト
ナ
ー
の
未
熟
練
F
E
R
E
N
労
働
力
@

主
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
出
わ
E
2
5ロ
の
地
元
民
よ
り
な
る
鉱
山

労
働
力
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
し
か
も
そ
の
著
る
し
い
量

的
拡
大
に
k
も
な
っ
て
、
鉱
山
官
庁
に
よ
る
特
権
規
定
を
め
ぐ
る
労
働
力

統
轄
は
不
要
と
な
り
、
桂
粕
に
さ
身
転
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
形

成
さ
れ
た
三
つ
の
労
働
点
範
唱
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
依
然
と
し
て
上
級

鉱
山
監
督
局
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
鉱
夫
共
済
組
合
に
啓
一
録
を
行
う
神
権

労
働
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
世
紀
前
半
に
新
た
に
形
成
さ
れ

〆
グ
比
ル
ゲ

ν

た
第
二
の
も
O
は
、
多
く
鉱
山
官
庁
白
煤
介
主
経
ず
に
雇
主
も
し
く
は
探

陀
夫
な
と
の
熟
練
労
働
者
と
直
接
に
雇
用
関
係
に
入
り
、
従
っ
て
鉱
夫
共

済
組
合
に
登
録
を
行
な
わ
な
い
、
非
特
権
的
な
労
働
者
で
あ
っ
た
。
こ
の

ぼ
あ
い
、
前
者
ほ
鉱
山
官
庁
に
対
し
し
か
る
べ
き
理
由
を
提
示
す
る
こ
と

を
移
動
許
可
の
前
提
ー
と
し
た
断
り
に
お
い
て
、
後
者
自
実
質
的
に
享
受
し

て
い
る
移
動
の
自
由
を
む
し
ろ
う
ら
や
む
と
い
う
状
態
に
た
た
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
一
一
居
主
た
る
大
貴
族
も
国
家
の
介
入
か
ら
の
解
放
か
望
ん
で

い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
一
八
六

O
年
五
月
二
一
日
の
法
律

目。ω
丘
N
σ
o
t
1
0
問
。
ロ
仏
日
E
V戸
内

ω
H
h
y
仲
b
o
H
出
σ
吋
凹
げ
何
回
戸
α
H
品
。
ロ
C
σ
。
同
色
。
口

出
。
同
町
σ
E
M
ロ
ロ
品
仏
P
ω
〈
。
同
町
巳
仲
ロ
ド
ω
品
。
門
出
O
H
四
ー
ロ
ロ
仏
国
国
侍
件
。
ロ
m
p
円
阿
国
民
α
同

に
よ
っ
て
鉱
山
官
庁
は
労
働
刀
雇
用
を
雇
主
に
委
ね
る
に
い
た
り
、
こ
こ

2
 

に
い
わ
ゆ
る
『
自
由
な
労
働
契
約
L

が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が

も
と
よ
り
そ
れ
は
、
大
貴
族
に
よ
る
前
期
的
な
労
働
h
M
統
結
の
『
自
由
』

を
意
味
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
コ
て
、
そ
れ
を
大
貴
族
は
独
目
白
『
労

3
 

働
条
令
」
作
成
に
よ
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
労
働
力
規
制4
 

の
面
で
も
国
家
が
後
退
し
大
貴
族
が
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ω
以

下

同

町

E
ロ
N
w
p
m
w
μ
C
印
印

N
N
J
N
F

む
l

E

]

N

】

0
1

w
u
z
c
y
p
p
O
印
印

N
G
U
J
ω

口
日
に
よ
る
。

ω
同

司

H
E
N
F円
、
伊

ω

G

出
回
目
?
日
開
里
丘
}
内
p
p
m
v
Q

印
印
寸
同
一
「

a斗
】
品

ω
こ
こ
で
は
同
町
同
日
以
N
W
O
に
よ
り
、
そ
う
し
た
『
労
働
条
令
』
の

一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
町
民
巳
日
ロ
守
v
m
4
E
M
W
〈
の
ち

の
他
国
山
岳
P
両市町
O
Z岳
夫
人
)
の
精
錬
所
に
お
け
る
「
徴
罰
条
令
」

の
罰
金
規
定
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
岡
山
回
し
『
。
v
の
弓
σ
N
M
W
-
R
V
O
ロ

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
り
鉱
業
政
策
と
オ
I
ベ
ル
・
ジ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

四
九
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六
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プ
ロ
イ
セ

γ
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
主
オ
1
ベ
ル
-
シ
ユ
レ
l
ジ
エ

γ
鉱
山
業
第
八
十
七
巻

国
C
広

E
謡、
OHFO
の
労
働
者
の
も
と
児
規
律
を
樹
立
す
る
た
め
、
以

下
の
定
め
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
当
社

r就
労
す
る
全
労
働
者
に

契
約
条
件
と
し
て
陪
黙
裡
に
義
務
と
し
て
課
さ
れ
、
精
親
所
な
ら
ひ

に
労
働
現
場
に
公
示
さ
れ
る
も
の
ー
と
す
る
P

パ
円
遅
刻
に
は
五
!
万
円

目
賃
金
自
罰
金
。
同
早
退
に
は
V
戸

1
日
賃
金
の
罰
金
。
同
無
断
の

労
働
中
止
に
は
全
1
日
賃
金
の
罰
金
。
伺
一
週
間
或
は
そ
れ
以
上
の

器
断
欠
勤
は
2
i
3
日
賃
金
の
罰
金
。
日
開
仮
柄
通
告
は
1
日
賃
金
の

罰
金
。
約
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
た
困
難
な
労
働
を
、
通
告
し

て
、
だ
が
不
法
に
、
中
止
し
た
ば
あ
い
、

1
日
賃
金
の
罰
金
@
帥
以

上
す
べ
て
の
ば
あ
い
、
違
反
者
は
同
時
に
そ
の
代
表
団
体
(
鉱
夫
共

慣
組
合
の
こ
と
か
?
)
に
支
払
う
義
務
を
負

5
0
刊
行
な
わ
れ
て
も

い
な
い
労
働
を
行
な
わ
わ
た
も
の
と
し
て
記
帳
せ
し
め
ん
と
す
る
試

み
は

2
日
置
金
の
罰
金
。

ω労
働
怠
慢
(
居
眠
り
、
不
精
、
不
当
行

為
な

E
に
よ
る
)
は

K
l
v月
日
賃
金
の
割
企
。
伯
反
則
的
な
労
働
は

M
1
3
日
賃
金
の
罰
金
。
更
に
仕
事
中
の
盗
み
、
反
抗
、
不
和
、
格

闘
、
舎
に
つ
b
e
規
定
が
た
さ
れ
る
。
」
こ
う
し
た
例
の
仕
か
、
さ
ら

に
経
営
外
で
の
私
生
活

r
わ
た
る
規
定
を
合
ん
だ
労
働
U

懲
罰
条
令

が
出
き
れ
て
い
た
と
い
う
(
開
明
日
一
円
N
r
p
h
v
μ
O
由
明
日
日
凶
J

o

ω
ま
れ
ι

こ
の
過
程
で
、
鉱
夫
特
権
令
の
廃
棄
と
鉱
夫
共
済
組
合
の
改

組
が
行
わ
れ
た
。
①
鉱
夫
特
権
令
。
廃
棄
。
す
で
に
一
人
一
三
年
八

ν
λ
タ

u
fト

刀
一
同
日
の
閥
令
で
徴
兵
免
除
出
、
一

C
年
三
月
一

(υ日
の

布

令

で
自
治
体
負
担
免
除
が
、
廃
棄
さ
れ
て
い
た
が
、
更
に
四
九
年
一
月

ア
孟
ル
オ
ル
ド
メ
ン
P

一
一
日
の
条
令
で
上
扱
鉱
山
監
骨
局
の
斡
判
栴
に
服
す
る
権
刺
が

欠
わ
れ
、
六
五
年
。
一
般
鉱
業
法
に
よ
り
諾
特
棋
が
一
括
廃
棄
さ
れ

四
ブL

第
六
号

日k

た
(
同

E
E
N
w
p
p
p
i
C
印

NO-a
同

君

E
r
L
P
C

出

3
0
)
。
②
鉱
夫
共
済
組
合
D
改
組
。
止
四
年
四
月
一

O
目
白
法

律

P
2
0仲
Nσ
丘
2
由
。
ロ
仏
品
百
〈
OHOFE∞
EMm
骨
片
岡
凶
O門
田
』
出
口
仲
件
。
ロ

F
E
H
E
E
E
Z
E
2
H日
間
EH4ω
島
民
昨
日
に
よ
り
、
精
錬
労
働

グ
ム
ア
ツ
ヲ
ジ
ヤ
フ
ツ
フ
孟
ル
ア
イ
ネ

者
の
た
め
の
『
鉱
夫
共
済
組
合
連
合
』
が
設
立
、
全
労
働
者
の
加
盟

タ
ナ
V
ノ
ツ
ヤ
フ
ツ
ヱ
ル
テ
ヌ
ア

が
義
務
化
さ
れ
た
。
管
理
は
官
庁
の
後
見
白
下
、
匡
主
と
組
合
長
省

フ
オ
』
J
仰

γ
品
タ
y
l
h

か
ら
半
数
づ
っ
選
出
し
て
構
成
す
る
幹
部
会
の
手
で
行
わ
れ
る

ι

と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
組
合
加
盟
企
業
(
大
企
業
)
の
労
働
者
た
る

寸
恒
市
的
」
組
合
員
と
そ
う
で
な
い
『
非
恒
常
的
L

組
合
員
が
区
別

さ
れ
、
前
者
が
新
た
な
特
椎
労
働
者
用
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た

(
同
司

Z
ロ
N
w
p
m
w
斜
。
∞
ω
ヨ
ー
コ
同

4
4
E宮、

mrpi
。

出

U12〕
)
ロ

さ
い
ご
に
王
立
企
業
払
下
げ
の
過
程
を
略
述
し
て
お
こ
う
。
十
九
世
紀

中
葉
、
大
貴
族
経
営
の
本
格
的
進
出
に
と
も
な
い
、
王
立
企
業
は
次
第
に

「
模
範
経
世
』
と
し
て
の
そ
れ
迄
の
生
産
力
的
優
位
を
掘
り
崩
さ
れ
て
い

っ
た
。
す
で
に
三
六
年
起
点
の
伯
爵

E
E品
旦
の

F
E
E製
鉄
所
は
最

大
の
王
立
問
。
日
明
製
鉄
所
を
凌
担
局
す
る
生
産
力
水
準
を
示
し
、
多
数
り

峰
秀
な
職
員
労
働
岩
の
引
き
抜
き
に
よ
っ
て
こ
れ
に
大
打
撃
か
与
え
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
主
立
企
業
の
わ
ず
ら
わ
し
い
官
僚
制
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

は
一
層
、
生
産
力
へ
の
怪
措
と
な
り
、
世
紀
の
後
半
に
は
多
額
の
赤
字
に

よ
っ
て
「
王
立
企
業
は
国
家
に
と
っ
て
の
ガ
ン
で
あ
る
」
と
ま
で
言
わ
れ

る
に
い
た
っ
た
。
か
〈
て
、
六
五
年
の
ベ
ァ
セ
マ
!
法
導
入
を
最
後
に
、

同
α
E
m
製
鉄
所
は
最
強
町
大
貴
族
、
伯
爵
出

3
n
w己
に
払
下
げ
ら
れ
、



こ
己
に
国
家
に
よ
る
大
貴
族
経
営
育
成
筑
は
、
い
な
更
に
広
く
い
勺
て
鉱

山
王
有
権
の
実
現
体
系
と
し
て
展
開
さ
れ
士
地
対
主
義
的
鉱
業
政
策
は
、

い
わ
ば
そ
の
最
終
の
局
凶
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

G
・
プ
ェ
ル
シ
ュ
は
、

王
立
企
業
設
立
↓
民
間
へ
の
払
下
げ
、
と
い
う
ユ
ス
テ
ィ

T
E
の
理
論

の
実
現
を
こ
ζ

に
見
山
し
て
い
る
。
以
後
、

7

ロ
イ
セ
ン
国
家

(
J
ビ
ス

マ
ル
ク
帝
国
)
は
、
炭
坑
楽
に
お
い
て
の
み
な
お
低
位
を
保
つ
ミ
と
と
な

司
令
。

川

C
F
H
E
σ
Y
Z
E
Eロ巴
αWCロ
O
ヨ
5η
宮
司
C
Eゎ
V
戸口問。
P
国
内
{

同
開
与
の
ロ
ロ
ロ
ハ
同
凶
作

P
Z
E
E
-
2
P
H∞
声
明
回
目
白
同
日
包
大
野
英

一
一
、
前
掲
論
文
、
六
二
三
瓦
、
に
よ
る
。

ω
n
H
E
4
5
ω
ヨ
釦

m
D
m
N
2

川

W

小
問
。

-
E
Y
m
v
p
c
m
ω

ロ

四

結

ひ

さ
い
ご
に
、
以
f

仁
の
行
諭
の
な
か
か
ら
、
主
要
な
論
点
を
と
り
主
と
め

て
結
び
に
か
え
た
い
。

ア
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
白
鉱
業
政
策
は
、
鉱
山
王
有
権
の
宍
視
の
休
系

と
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
他
万
に
お
け
る
農
薬
政
策
の
展
開
k
あ
い
ま

勺
て
、
封
建
的
危
機
へ
の
領
主
的
対
応

(
1
ユ
ン
ケ
ル
経
営
の
成
立
〉
を

〈
ヴ
ク
・
ア
v
プ
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
は
一
八
世
紀
後
半
、
鉱
山
王
有
権

ハl
鉱
物
資
源
の
封
建
的
所
有
)
を
打
ち
立
て
、
そ
れ
乞
根
拠
と
し
て
、

グ
グ
Z

ル
タ

y

一
方
で
は
鉱
山
貢
租

(
1封
建
的
鉱
山
地
代
)
の
徴
収
に
よ
っ
て
鉱
山
犬

γ
7
b
 

布
組
合
の
分
解
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
王
立
企
業

(
1
絶
対

主
義
の
武
装
基
牒
〕
に
お
け
る
高
度
の
技
術
と
熟
練
労
働
力
を
領
主
経
討

に
移
植
し
て
こ
れ
の
生
産
力
的
悦
伎
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
(
鉱
業
政
筑

の
展
開
)
む
さ
ら
に
、
領
主
経
自
の
本
格
的
発
展
の
段
階
に
お
い
て
は
、

こ
れ
に
鉱
業
特
権

(HH鉱
山
貢
秘
徴
収
椎
)
と
白
主
的
経
営
権
を
与
え
て

円
ら
は
背
後
に
し
り
ぞ
き
、
さ
い
ど
に
ヨ
立
企
業
そ
の
も
の
の
中
核
部
分

の
払

1
げ
に
よ
っ
て
そ
の
政
策
の
画
龍
占
川
崎
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
〔
鉱

業
政
旅
の
再
制
)
。

一
九
世
組
後
半
に
い
た
っ
て

c
f
H
2
E
2
5
M
に
強
立
し
、
ド
イ
ツ
資

不
王
義
の
再
生
産
構
造
の
一
環
を
形
成
す
る
あ
の
仲
田
川
tb
悶
庫
的
・
お
化

テリ〆族
的
鉱
山
業
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
の
艮

閉
之
不
可
分
に
絡
み
合
い
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
た
ロ
そ
れ
は
、
鉱
業
特
権

の
体
系
に
よ
っ
て
監
闘
に
防
備
さ
れ
た
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
内
部
に
そ
び
え
立

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
怠
味
で
、
ま
さ
し
く
M
・
ウ
ェ

1
パ
!
の
指
摘
す

る
通
り
「
領
主
拙
城
の
付
属
物
で
ふ
可
百
件
E
E
Nのロ
F
H
m正
吾
2
々
T
-

で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
『
D
σ
2
R
E
S
H
n
D
烈
」
鉱
山
菜
の
構

成
そ
の
も
の
は
、
総
じ
て
勺
ア
ロ
ジ
ア
冊
目
』
資
本
主
義
に
お
け
る
鉱
山
栄

2
 

の
構
造
の
一
原
引
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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ウ
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ニ
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